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本書は、財 団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが発掘調査 を実施 した蛇崩窯跡の調査成果

をまとめたものです。

蛇崩窯跡 は、山形県南部に位置す る長井市にあ ります。長井市は、「水 と緑 と花のながい」

を市政の目標 として、「不抜の森宣言」や 「緑の地球宣言」 を行 うな ど環境の保護に力 を

入れてお ります。 また、縄文時代 中期の大集落である宮遺跡や長者屋敷遺跡 をはじめ数多

くの遺跡(埋 蔵文化財包蔵地)が 分布 し、文化財の保護活動が盛 んな街で もあ ります。

この度、山形県置賜総合支庁建設部による一般 国道287号(長 井南バイパス)の 道路改

築事業に係わ り、工事に先立って蛇崩窯跡の発掘調査 を実施 しました。蛇崩窯跡の発掘調

査では、平安時代前期に操業 された須恵器の窯跡 を検出することができました。窯跡は数

回使用 された痕があ りますが、出土 した土器か らは大 きな時間の隔た りは認め られず、短

期間の操業だったようです。今回の調査区か らは1基 の窯跡 しか見つか りませんで したが、

蛇崩窯跡のある八 ヶ森一帯は、「今泉古窯跡群」 とも呼ぶべ き古代置賜郡 に係わる一大須

恵器の生産地であったと思われます。

古代 の長井市周辺は、置賜郡 に置かれた6郷 のうちの 「長井郷」 とい う行政区域 に属 し

ていた と考えられますが、今回の調査 は当時の村(消 費地)と 須恵器 を焼 く窯(生 産地)

との関連 を理解するうえで貴重 な資料 を提供 して くれ ました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造 し育んで きた貴重 な国民的財産 といえます。

この祖先か ら伝 えられた文化財を大切 に保護す るとともに、祖先の歴史を学び、子孫へ

と伝 えてい くことが、私たちの重要な責務 と考えます。その意味で、本書が文化財保護活

動の啓発 ・普及、学術研究、教育活動 などの一・助 になれば幸いです。

最後 にな りましたが、調査においてご協力いただいた関係各位 に心か ら感謝を申 し上げ

ます。

平成18年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 佐藤 敏彦
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1調 査 の経緯

1 調査の経緯

1調 査に至る経過

蛇崩窯跡は、長井市豊田地区河井の山麓に所在する。昭和53年 度版の「山形県遺跡地図」には、

豊田地区では泉の 「館之越遺跡」、今泉の 「加賀塚遺跡」、「今泉遺跡」の3遺 跡が登録されて

いるが、長井市教育委員会による聞き取 りや試掘調査によってその後 さらに新たな遺跡が確認 蛇崩窯跡の発見

された。今泉丘陵か らは奈良 ・平安時代の須恵器が多 く採集されてお り、その多 くはぶ どう畑

の開墾時に出土 したものである。蛇崩窯跡 も昭和32年 の開墾時に多量の須恵器が出土 したこ

とが知 られてお り、窯跡の可能性がある地点 として平成4年 に長井市教育委員会によって 「蛇

崩遺跡」 として新規登録された。(長 井市教育委員会1992「 遺跡詳細分布調査報告書(5)」 こ

の遺跡周辺に、一般国道287号 長井南バ イパス建設の計画が示 されたことか ら、平成15年11

月12日 に山形県教育委員会が試掘調査を行い、計画路線 内に須恵器の登窯1基 を検出した。 試掘調査の結果

この周辺か らは、平安時代の須恵器片が整理箱に半分ほど出土 している。窯跡の焚口や灰原は

路線外 となり、路線内にこのほか複数の窯跡が存在する可能性は低いという所見であった。そ

の内容 をもとに、県教育委員会が関係機関 と協議 をした結果、山形県置賜総合支庁経済部の委

託を受け、財団法人山形県埋蔵文化財センターが記録保存のための発掘調査を実施することに 記 録 保 存

なったものである。

2調 査の概要

発掘調査 は、当初500m2を 予定 していたが、窯跡周辺の関連施設等の存在やほかに須恵器 調 査 面 積

の窯跡が検出される可能性 も考慮に入れて、調査面積を720m2ま で拡張 した。

調査の開始にあた り、調査区内に調査用方眼(グ リッド:G)を 設定 した。グリッ ドは、国

土座標 をもとに5×5mを 単位 としている。表土は重機械で除去 したが、その後は遺構を覆っ

ていた土や遺物の出土状況等 を詳細に観察 しながら手作業で掘 り進めた。調査中は随時、写真

や図面等 による記録 を行 っている。現地での発掘調査は、平成17年 月6月28日 から8月11

日までの実質31日 間実施 した。調査の成果がまとまった平成17年 月8月5日 に、現地におい

て調査説明会を開催 している。説明会には、地元の方々をは じめ として50名 の参加 を得た。

遺構は、調査区の南西部で、平成15年 の試掘調査で確認された須恵器の登窯1基 を検出 した。

さらに地権者の方の協力を得て、窯跡の焚口部 と灰原の一部も発掘調査を行っている。窯跡の

東側からは、半円形状の窯跡 に係わる排水溝を発見 した。窯跡の周辺から土坑や柱穴、溝状遺 半円状の排水溝

構等を検出 しているが、明瞭な工房跡関連の施設などは確認で きなかった。このほか、窯跡の

西方100m程 の斜面に幅1mの トレンチを4本 設定して窯跡の有無 を確認 したが、遺構や遺物

は認められず、路線内に今回調査 した以外に須恵器の窯跡はないことを検証 した。

現地の発掘調査が終了 した後、平成17年9月 か ら平成18年3月 まで、埋蔵文化財センター

内で遺物の洗浄 ・復元 ・実測 ・写真撮影 ・原稿執筆等の整理作業 と報告書作成業務を行った。

1
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ll遺 跡の立地 と環境

皿 遺跡の立地 と環境

1地 理的環境

山形県長井市河井にあり、北緯38.3`57〆 、東経14003'10〆 に位置する。

本窯跡が所在する長井市は、山形県の南部、長井盆地の中央南寄 りにあ り、市の総面積 は

214m2を 測る。その半分以上を占めるのが西部につ らなる越後山脈が主軸をなす朝日山地のけ

わ しい山々で、朝 日、祝瓶等の高山がそびえている。東部は出羽丘陵が広がる。この両山系の

間を南 より北に貫流する最上川に、飯豊山系を源流とする白川が合流 し、その下流では朝 日山

系を源流 とする野川が合流する。これらの河川に潤 された地域一体は、河間低地を主体 とした

長井盆地を形づ くっている。

長井盆地は、北流する最上川に沿ってゆるく湾 曲しながら、南北に細長 く伸びている。盆地

の西側は花歯岩類で構i成される朝 日山塊の南半部にあたり、標高700～1,200mの 山地である。

水系は花尚岩地帯特有の格子状の発達を示 し、急峻な地形を作 り出している。一方、盆地の

東側は白鷹山地の南半部で、朝 日山塊 と同様に花嵩岩類からなるが、標高500m以 下のなだ ら

かな丘陵の山並みを呈 している。また、盆地の南側は標高300～500mの 玉庭丘陵によって米

沢盆地 と画されている。本地域の地質は、先第3系 に属する花歯閃緑岩を基盤 とし、これを不

整合に覆う新第3系 と第4系 によって構成される。花嵩閃緑岩は、長井盆地西側の朝 日山地な

らびに白鷹山地を形成 している。本地域 に分布する新第3系 は、新第3紀 中新生中～後期の明

沢橋層 ・沼沢層に対比される。長井盆地はこれら先第3系 ・新第3系 の盆地基盤の上に、段丘

堆積物や沖積堆積物を厚 くのせている。

蛇崩窯跡のある長井市豊田地区は、出羽丘陵の南端部にあた り、その南東部は川西町、南西

部は飯豊町に隣接 し、東部一・帯は丘陵地となって南陽市に接する。 また当地区は、最上川と白

川の合流地点に位置 し、それらによって形成 された氾濫原や低い段丘が多 くみられる。

蛇崩窯跡は、白川 と最上川の合流点近 くにある今泉山(標 高2,679m)の 西斜面に立地 し、

標高は224mを 測 る。 フラワー長井線 「今泉駅」の北東1.3kmに 位置 し、窯跡の南方1.3km

で一般国道287号 線 と同113号 線とが交差 している。地形的には今泉山丘陵の北西端にあた り、

芦沢段丘を経て玉庭丘陵へ とつながる。丘陵の西側 は白川扇状地前縁部、東側は最上川沿岸の

谷底平野に地形区分されている。今泉山丘陵の表層の地質は、礫岩 と砂岩お よびシル ト質泥岩

の固形堆積物からなる。周辺 には緩斜面を利用 した果樹園や畑地が広がっており、切 り取 りや

盛 り土による土地の改変が著 しい。 これは礫岩 と砂岩およびシル ト質泥岩か らなる表層の地質

を利用 した甘みのあるブ ドウの栽培が盛んに行われためである。

今泉付近には、「加賀塚窯跡」や江戸時代か ら現代 に伝 わる 「成島焼」 にみ られるように、

古 くから良質の粘土が採取 され、丘陵地の地形 を利用 した窯場が設けられていたもの と考えら

れる。地表下2～6mに 粘土層があ り、深い層ほ ど粒子が細か く灰色が強い良質粘土で、他の

土を混ぜ なくともこの粘土だけで土器が作れるという。

越 後 山 脈 と
出 羽 丘 陵

朝 日 山 塊

新第3紀 中新生

今 泉 山 丘 陵

加 賀 塚 窯 跡

良 質 な 粘 土
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ll遺 跡の立地 と環境

2歴 史的環境

長井市 には、旧石器時代から近世にかけての遺跡が数多 く存在 し、現在のところ221遺 跡を

数える。野川や白川の形成 した扇状地や最上川の自然堤防上には、縄文時代の遺物や遺構が出

土 した館之越遺跡や金井神遺跡、谷地中遺跡、登之越遺跡、宮遺跡等がある。 また、西部の西

山山麓一帯にも、長者屋敷遺跡や長者原遺跡、問答山遺跡等の縄文時代の遺跡が多 く分布する。

とくに、草岡に所在する長者屋敷遺跡は、旧石器 ・縄文 ・弥生時代の複合集落跡で、長井市教

育委員会によって昭和52年 度か ら数回にわたる発掘調査が実施 されている。現在は竪穴住居

跡を復元 した長者屋敷縄文村を開村 し、出土遺物を展示する資料館 とともに、「古代の丘」 と

して広 く市民に親しまれている。

これまであま り様子が明らかでなかった奈良 ・平安時代の遺跡について も、堀切遺跡や小山

遺跡、南台遺跡、堀端遺跡、地ノ上遺跡等、集落跡の発掘調査例が増加 している。長井市教育

委員会が平成13年 度に発掘調査 を実施 した堀切遺跡か らは、奈良時代末か ら平安時代初めの

竪穴住居跡が3棟 検出されている。同 じく長井市教育委員会が調査を実施 した南台遺跡か らは、

平安時代の竪穴住居跡が2棟 検出され、時期は9世 紀代と想定されている。(財)山 形県埋蔵

文化財セ ンターが発掘調査 を行 った小山遺跡か らは、平安時代の竪穴住居跡が6棟 検出され、

うち2棟 にはカマ ドや煙道 も確認されている。住居跡の時期は平安時代9世 紀後半頃 と推定さ

れている。同 じく県埋蔵文化財センターが平成15年 度に発掘調査 を行った堀端遺跡 と地ノ上

遺跡からは、平安時代9世 紀前半代を中心 とする竪穴住居跡4棟 や建物柱建物跡8棟 が見つか

った。 とくに、地ノ上遺跡で検出された塀で方形に区画 し出入 り口を有する施設や、2間 ×2

問の総柱建物を二つ連結 させた双倉等が特筆 される。また、中世から近世 にかけての遺跡 も、

長井市教育委員会によって、中世の館跡である遠藤屋敷遺跡や、戦国期の山城である白山森館

遺跡、愛宕山館遺跡等で発掘調査が行われている。白山森館遺跡については、保存活用のため

遺跡保存会を作 り、歴史公園にしようという計画が進められている。蛇崩窯跡が所在する豊田

地区周辺にも、旧石器時代か ら戦国時代まで各時代の遺跡が分布 している(第2図)。 河井山

H遺 跡や北八ヶ森遺跡は、旧石器時代のナイフ形石器を出土する遺跡であ、河井山古墳 も西置

賜地区では数少ない木棺直葬の主体部から鉄製刀子が出土 した古墳 として貴重である。

本地区でもっとも注 目されには、今泉の八 ヶ森一帯に分布する加賀塚遺跡や今泉金山遺跡等

の平安時代の須恵器焼成窯跡である。加賀塚遺跡は蛇崩窯跡の南西500mの 水田中にあ り、圃

場整備事業に関わ り、昭和51年 に長井市在住の佐藤正四郎氏等 によって発掘調査が行われて

いる。長井市内における須恵器窯跡の正式な発掘調査 としては初めての事例であ り、県下でも

注 目されている。今泉金山遺跡は蛇崩窯跡の南方600mの 果樹園や畑の中にある。この付近に

は多量の須恵器や焼土が出土 し平安時代の窯跡 とみられる箇所が少な くとも三ヶ所あ り、果樹

園の開墾 によって破壊された場所を含めると、その数はさらに多 くなる。今泉金山遺跡の正式

な報告はなされていないが、その採集資料が長井市古代の丘資料館に展示保管 されている。

中世から戦国時代 にかけての城舘跡には、戦前 まで方形の土塁や堀跡がほぼ原型を保ってい

た今泉館跡や源徳原館を始め丘陵先端にある茶臼館等がある。

長者屋敷遺跡

古代の丘資料館

区画施設 と双倉

遺跡保存の計画

河 井 山 古 墳

木 棺 直 葬

今泉金山遺跡
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1皿 検 出 遺 構

皿 検 出 遺 構

1遺 構の分布

蛇崩窯跡の遺跡範囲は、6ρ00m2以 上 と推定 される。 この中で今回の調査対象地区は、事業

によって掘削 を受ける丘陵傾斜地の720m2で ある。検 出された遺構は、調査区南西端 に位置

する窯跡1基 、窯跡に付随する排水溝1条 、長方形や丸型などの土坑21基 、柱穴13基 、溝状

遺構60条 である。

窯跡や土坑等は調査区中央か ら南寄 りに見 られ、溝状遺構 は北側に集中する。中央か ら南側

にかけては斜面が東か ら西に向かって傾斜 してお り、この地区で検出された遺構 は丘陵西斜面

に作 られたことになる。 また、溝状遺構が見つかった北側は、南東側から北西側へ傾斜の方向

が徐々に変化する地点である。溝条遺構の方向を見ると、東西方向から南東→北西方向へ変化

していくことが うかがえ、地形を十分意識 して掘 り込まれたことがわかる。一一方、柱穴の多 く

は平坦部に差 し掛かる東側の斜面上方で検出されている。 しか し遺構密度は極めて薄 く、何 ら

かの施設があたった可能性は考えられるが、遺構海 のまとまりにも欠ける。当地区は、牧草地

造成のため大幅な地形改変が行われた場所で もあることから、削平についても考慮に入れる必

要がある。遺構が全 く見 られなくなる北西端では、北側に向かって緩い傾斜が続 く。この辺 り

では、表土を除去 した時点で白色粘土が露頭することから、今回の調査では発見されなかった

が、周辺には粘土採掘坑の存在も推定されるところである。

検出遺構の種類

地形改変 による

遺 跡 へ の 影 響

2窯 跡 ・灰 原

1号 窯跡(SQ1)

G-3・4・5グ リッドに位置する。東から西へ傾斜する斜面の上位にあ り、等高線に直行する。

窯の構造 は、地面 を掘 り窪め天井を架けた半地下式無階無段登窯である。構築 材の確認はでき

なかったが、窯体下半を溝状 に掘 り込み、地山を側壁 としている点などか ら、窯跡研究会の分

類による天井架構構 造(B類 構造)2類 の半地下天井架構式に該当すると考えられる。

各部位の名称 については、機能別 に焚 口前面の窯体外作業スペースとして使われる 「前庭

部」、窯体入 り口の 「焚口部」、燃料を燃焼 させる 「燃焼部」、製品焼成スペースである 「焼成部」、

焔や煙 を排 出する 「排煙部」 を用いることにする。なお、以下で詳述する窯体計測における名

称、計測方法等は、窯跡研究会の須恵器窯構造資料集に基づいている。

窯跡の平面形は、中央部がやや膨 らむ長方形で、下方の焚口部で細 くなる。天井部は崩落 し、

窯体上部 は後世に削平 されていることか ら、残存 しているのは前庭部、焚口部、燃焼部、焼

成部の一部である。検出当初は、焚口部から残存する焼成部上方まで約500cmの 窯跡 と考え、

下方には炭化物 と土器片を多量に含む黒色土が認められたことか ら、灰原が広がると想定 され

た。 しかし、調査の過程で、当初焚口部と見 られていた場所か らさらに下方まで側壁や床面が

焼けていることを確認 し、灰原と考えていた所 も窯体内であると判断するに至った。一方で当

初焚口部と見 られた箇所では、構築 材貼付けによる側壁の絞込みが意識的に行われていること

半 地 下 天
井 架 構 式
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1皿 検 出 遺 構

が看取 され、その床面か らは舟底状 ピッ トも確認された。これらのことか ら、1号 窯は最終的

に焚口部を焼成境 まで上げることにより焼成部 を短 くし、燃焼部 と前庭部を灰原に利用 したと

推測 される。 したがって本窯跡は、最低2回 の操業が行われていると判断で きる。以下では、

便宜的に 「1次窯」、「最終窯」 と呼称 し、各々について詳述する。

1次 窯は、排煙部を削平によ り欠 くため、窯体水平長は残長約540cmで あるが、窯壁の状

態からは620cm前 後の長さがあった ものと推測される。焚口床から奥壁床までの斜距離であ

る窯体実長は、残長で約580cmを 測 り、推定での全長は660cm前 後 と考 えられる。焼成部長

は、水平長の残長が約440cm、 実長の残長が約460cmで ある。燃焼部長は、約100cmと 推測

される。焚口幅は、側壁が崩落 しているため壊れている可能性 も考えられるが、現存するのは

約90cmで ある。残存する焼成部床面積は約3.7m2、 燃焼部床面積は0.8m2で ある。

最終窯では、窯体水平長の残長が約470cmで 、推定では約550cmと 考 えられる。窯体実長

の残長は440cmで ある。焼成部長は、水平長の残長が約310cm、 実長の残長が約330cmを で

あることから、いずれも1次 窯に比べ100cm以 上詰っている。焼成部境か ら奥壁までの間で

の床面最大幅は130cm、 焚口幅は70cm、 焼成部と燃焼部の境である焼成境幅は110cmで ある。

残存する焼成部床面積 は、約2.9m2、 燃焼部床面積は1次 窯 と同じ約0.8m2で ある。焚口床面

か ら排煙 口上端 までの比高差である窯体実効高は、残存する焼成部上位 までで180cmを 測る。

窯体内最大残存壁高は約40cmで あ り、削平の度合いがうかがえる。焼成部床の平均傾斜は約

18。で、最大値210、 最小値は12。 となる。燃焼部床傾斜 は約100で ある。主軸 となる方向は、

N-89Q-Eで 、ほぼ真東に向いている。

窯の側壁は焚口か ら燃焼部にかけて残 りが よく、部分的に壁材のスサ入 り粘土を貼 り付けた

際の指頭痕も観察できる。燃焼部付近の側壁は、強い還元状態で青灰色に硬 く焼 き締まってい

るが、焼成部では側壁が剥落し、赤褐色 に焼けた地山が見 られる。床面も所々に赤褐色に焼け

た地山が露出するものの、焼成部まで還元化 し硬 く焼 き締 まった状態が見 られた。

窯内施設としては、焼成部床面下に長軸130cm、 短軸70cmの 楕円形を呈する舟底状 ピット

を確認 した。深 さは約20cmで ある。ピットの壁や底面は被熱していない。埋土中には焼土や

炭化物 と一緒に、蓋、無台杯、甕などの土器片が埋め込 まれていた。舟底状 ピットA類 に該

当するものと考えられる。その他、分焔柱や窯内周溝、床の段構築などは認められなかった。

焚口前面の施設では、後述する灰原にあたる部分が1次 窯の前庭部 と考えられる。前庭部は、

幅約210cm、 長さ約290cmの 不整形で、中央部での深 さは約30cmで ある。壁の立ち上 りは緩 く、

底面には凹凸が認め られる。周辺に排水溝や柱穴は確認できなかった。

焼成部か ら煙道部にかけての床面には、焼成不良や破損品が多量に残 された状態になってお

り、最終窯出しの際に窯内を整理することなく破棄 したものと推測 される。また、床面密着の

土器には伏せた状態の杯片や二次焼成 を受けた甕片が見 られ、焼 き台として使われたことがう

かがわれる。

遺物取 り出し後に実施 した窯の断ち割 りの観察から、床面 ・側壁では強 く還元し硬化 してい

る箇所が随所に認め られた。その外側で、小礫が多量に含 まれてる層 と、被熱 し赤褐色に変化

した地山の層、黄色い地山と3層 になっていることが確認できた。還元状態の壁 は、遺存状態

が良好なところで約10cmの 厚 さである。燃焼部 と焼成部の一部で還元化 した最終窯の側壁と

舟 底 状 ピ ッ ト

窯 体 水 平 長

窯 体 実 長

焼成部床面積

燃焼部床面積

焼 成 境 幅

窯 体 実 効 高

焚口前面の施設
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1皿 検 出 遺 構

灰 原 の 範 囲

窯背部排水溝

窯 背 部 土 坑

窯背部作業路

土 坑 の 形 状

前段階の側壁が重なって観察でき、この点においても最低2回 の操業が行われたことを裏付け

るものと考えられる。

灰原

焚口部前面 に広がる灰原には、歪み ・癒着 ・火膨れなどの製品の失敗作 と、窯体から掻き出

された灰が堆積 していた。灰原か らの出土遺物は、整理箱で20を 数える。しか し、複数回操

業が行われたにしては堆積が薄 く、遺物の出土量 も相対的に少ないため、 この場所を灰原とし

て利用 したのは、最終操業段階 と考えられる。灰原の範囲は土器の分布状況などから調査区外

の西側に延びていると推測される。調査 した場所はステバの一部として捉えられ、全体の広が

りを確認するには至 らなかった。灰原に広がる黒色土 を取 り除くと、掘 り窪められた跡が姿を

現 し、前述 した前庭部が明 らかになった。最終操業段階になると焚口部の前進に伴い、前段階

での焚口部 と燃焼部が前庭部の役割を担ったもの と考えられる。そのため従来の前庭部は、そ

の機能を失い、灰原の一部として用い られるようになったと推測 される。 したがって、前段階

での灰原 ・ステバは、調査区のさらに西側の緩 く延びる斜面下方にあると考えられる。

排水溝

G-5・H-5Gに 位置する遺構番号102・103・105が 該当す る。所謂、窯背部排水溝1と呼ぶ

もので、斜面上方か らの水を遮断する機能を持つ。窯背部に逆U字 に巡る溝であるが、削平に

より部分的に途切れているため本来の形 を留めるものでは無い と考えられる。比較的残 りが

良い北側、東側については、長 さが約6m、 幅約1mを 検出 しているが、深 さは10cmあ まり

しかなく、底面 も平坦である。105が 南北方向から直角に折れ曲が り西へ向 きを転 じるが、約

2m程 で途切れ、下方へは延びない。覆土には、若干の炭化物を含 むが地山と酷似 し、硬 く締

まっている。排水溝だけではなく、窯背部土坑あるいは窯背部作業路の可能性 も視野に入れる

必要があると考えられる。

3土 坑

検 出 さ れ た 土 坑 は21基 で あ る。 形 状 は 、長 方 形 、丸 型 、楕 円形 、不 整 形 に 分 け る こ とが で きる 。

長 方 形 を呈 す る もの は 、SK8・44・64の3基 で あ り、 溝 状 遺 構 近 辺 か らの み 検 出 され た。

SK44

検 出 位 置 は 、F-6Gで あ る。 規 模 は東 西100cm、 南 北90cm、 深 さ10cmを 測 る。 壁 は 直 に

立 ち 上 が り、 床 面 は 傾 斜 に 沿 っ て 平 坦 で あ る。SD43と 切 りあ っ て お り、 新 旧 関 係 はSD43

の 方 が 新 しい 。

SK64

検 出 位 置 は、B-5Gで あ る。 規 模 は 東 西80cm、 南 北100cmを 測 る 隅 丸 の 長 方 形 で あ る。

深 さ は約20cmを 測 る 。 壁 は 直 で 立 ち上 が り、 傾 斜 に沿 っ た 平 坦 な底 面 で あ る。 覆 土 に は炭 化

物 と焼 土 を わ ず か に 含 み 、 硬 く締 ま っ て い る 。SD62・63と 切 りあ っ て お り、 新 旧 関 係 は 、

SK64の 方 が 新 しい 。

丸 型 を呈 し た も の は 、SK16・47・28・54・77・84・88・93・99・100の10基 で あ る 。 主

な 遺構 につ い て 述 べ る 。
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1皿 検 出 遺 構

SK99

検出位置は、G-5Gで ある。規模は、径約65cm、 深さ26cmを 測る。壁は緩やかに立ち上が り、

底面 は水平で平坦である。覆土は3層 あ り、2層 と3層 か ら須恵器が大量に出土 している。2

層か らは、回転ヘラ切 りの須恵器無台杯の破片(84)が 出土 した。今回出土 した須恵器の多 く

は回転糸切 りのものであり、回転ヘラ切 りの ものは全体でも3点 しか見られない。その他須恵

器有台杯(20)、 土師器杯(154)、 砥石(159)な ども出土 している。甕の破片 も多 く出土 した

が(135)、 接合する資料 もあり個体数は多 くないと考えられる。この土坑は、1号 窯の窯背部

南側に位置 し、排水溝あるいは窯背部土坑 ・窯背部作業路 と考えられる102と も隣接するする

ことから1号 窯に直接関係する遺構 として捉えられる。

SK100

検出位置は、H-5Gで ある。径60cm、 深 さ30cmを 測 り、隣 り合 うSK99と ほぼ同規模

であるが、須恵器圷の破片が少量出土しているにすぎない。壁の立ち上 りは緩 く、底面は中央

部が浅い揺鉢状 に窪む。位置的には排水溝1と考えられるSD102・103の 延長上 にあ り、1号

窯に関連する遺構 と考えられる。

SK77

検出位置は、H-6Gで ある。規模 は径25cm、 深さ10cmを 測 る。壁は直で立ち上が り、傾

斜に沿った平坦な底面である。須恵器圷と甕の破片が出土 した。

楕円形を呈 した ものは、SKl9・41・46・49・51・52・86の7基 である。主 なものについ

て述べる。

SK51

検出位置は、H-6Gで ある。規模は東西110cm、 南北90cm、 深さ10cmを 測 る。壁は直に

立ち上が り、傾斜に沿 った平坦 な底面である。遺物の出土は認められなかった。覆土は、2層

に分かれ、1層 には炭化粒 ・焼土粒 ・風化礫が混 じる。2層 は、風化礫が混 じる粘質土である。

いずれも硬 く締 まっている。

SK52

検出位置 は、H-6Gで ある。規模は東西70cm、 南北98cm、 深さ10cmを 測 る。壁は直に

立ち上が り、傾斜に対 して水平で平坦な底面である。遺物の出土は認められなかった。

不整形を呈するものは、SK80の1基 のみである。検出位置は、H-5Gで ある。壁は直に

立ち上が り、傾斜に沿った平坦な床面である。

4柱 穴

回 転 ヘ ラ切 須

恵 器 無 台 圷

1号 窯 関連遺構

不整形の土坑

SP94

検出位置は、G-5Gで ある。規模は径約28cm、 深さ約12cmを 測る。覆土は2層 で、褐色

の粘質土 と暗褐色の砂質土からなる。1層 か らは、須恵器圷 ・甕片が少量出土 している。柱の

痕跡は認め られない。

SP96

検出位置は、G-4Gで ある。規模は径約20cm、 深 さ約10cmで ある。遺物 は出土 していない。

上記2基 の柱穴は、1号 窯の南側にあ り、窯跡に平行 して東西に並んでいることから、覆屋 を

11



1皿 検 出 遺 構

覆屋の可能性

丘陵上部の柱穴

重 複 し た

溝 状 遺 構

架けた際の柱穴の可能性が考えられた。 しかし、窯跡北側には対応する柱穴を検出することが

できず、窯跡 に関する構造物 としては不明である。

SP23

検出位置 は、F-7Gで ある。規模は径30cm、 深さ24cmを 測 る。覆土はシル ト質で炭化粒

が多量 に含 まれている。これはSP24・25に も共通 している。2層 を切っている1層 は、木

根 と考えられる。

SP24

検出位置 は、G-7Gで ある。規模は径15cm、 深さ20cmを 測 る。北側の壁は直に掘 り込ま

れるが、南側は比較的緩い。覆土は硬 くしまる。柱の痕跡は認められない。

SP25

検出位置 は、G-7Gで ある。規模は径16cm、 深さ10cmを 測 る。掘 り込みは緩 く浅い。底

面は2段 にな り、北側が幾分深 くなる。覆土は硬 く締 まり、柱の痕跡は認められない。

SP26

検出位置は、H-7Gで ある。規模は径13cm、 深 さ10cmを 測る。覆土は硬 く締まるシル ト

質で、炭化粒 を少量含んでいる。壁 は緩 く掘 り込まれる。柱の痕跡は認められない。

SP55

検出位置は、H-6Gで ある。調査区南壁にあ り、半分が調査区外にある。規模は径15cm、

深 さ24cmを 測る。覆土は1層 で、シル ト質に炭化物を少量含み硬 く締まっている。柱の痕跡

は認められない。SP25、26、55は 直線上 に並んでいるが、各 々の間隔にば らつ きがあ り、

建物 を構成す るには至 らなかった。

5溝 状 遺 構

60条 確認された。調査区北側から中央部にかけて多 く、窯跡付近では数条 しかみられない。

なお、この溝状遺構は、 トレンチや木根により寸断 されているところもある。

5本 のベル トを設定 し、土層の観察を行った。a-aTの6条 とも覆土は、1層 で、炭化粒や

焼土粒 を微量含み、硬 く締 まっている。深 さは4～6cmと 浅いものが主である。調査区東側

は丘陵の上部であるため、削平を受け遺構の深さが他のよりも浅 くなっている。

SD2

検 出位置は、調査区北端部のC-7・8Gで ある。規模は幅が10～20cm、 長 さ10m、 深さ

10cmを 測 る。壁 は直に立 ち上が り、底面 は傾斜に沿い平坦である。SD39・40と 共に溝状

遺構の中で最 も長いものである。

SD69

検 出位 置は、調査区ほぼ中央 に位置す るD-5Gで ある。規模 は幅lm、 長 さ8m、 深 さ

10cmを 測る。壁は直に立ち上が り、底面は傾斜 に沿い平坦である。幅が太 く、他の溝の4倍

程になっているが、二ない し三条の溝が重なっていたものと推測 される。覆土中より須恵器杯

の破片1点 出土している。

SD62

d-d'の5条 とも10cm以 上の深さがある。調査区北西端のにあ り、丘陵の傾斜が緩やかに

12



1皿 検 出 遺 構

なっていることが影響 し、深 く掘 られていることがわかる。検 出位置は、B-5Gで ある。規

模は幅20cm、 長 さ8.4m、 深 さ10～20cmを 測 る。壁 は直 に立ち上が り、斜面 に沿った平坦

な底面である。溝の中央部では浅 く、下の方では削平による影響が少な く、深 さ20cmま での

掘 り込みが残っていた。

SD85

検出位置は、溝状遺構が希薄になる調査区中央西寄 りのE-4Gで ある。規模は幅40cm、 長

さ2.2m、 深 さ約20cmを 測 り、他の溝状遺構 に比べ極端に短い。ほぼ平坦な場所 に掘 られた

ものであるが、東側の傾斜地に延びることなく完結 していると考えられる。壁は直に立ち上が

り、底面は緩い傾斜に沿 った平坦な形状である。 この周囲の遺構は、長い ものでも3mほ どし

かなく、楕 円形を呈するものも少なくないなど、北側斜面に密集する溝状遺構 とは様相を異に

する。覆土中よ り須恵器甕の破片1点 が出土 している。

SD90

検出位置は、SD85の 南側 にあたるF-4Gで ある。規模 は幅40cm、 長 さ3.4m、 深さ約

20cmを 測る。小規模な遺構 しか見 られない周辺の中では最 も長いものであるが、北側に展開

する溝状遺構 と比べれば短い部類に入る。形態上の特徴では、壁の直な立ち上が り、緩い傾斜

に沿った平坦な底面の作 りなどは、他の溝状遺構 と共通するものである。覆土中より須恵器杯

の破片が1点 出土している。

以上のように、主たる溝状遺構について述べてきた。これらの遺構 には共通点が多 く、非常

に酷似 している。共通点で挙げ られるのは、以下のような内容である。

・等高線に直交するように傾斜 に沿った配置をす ること。

・傾斜が緩い丘陵上部と下部では掘削 されなくなること。

・窯跡の近 くには無いこと。

・近接するが、重複 ・切 り合いがほとんど無いこと。

・壁の掘 り込みが直に近 く、断面が 「U」字状になること。

・底面は傾斜に沿って平坦なこと。

・覆土は地山と同質なシル トに微量の炭化物 と焼土粒 を含み、硬 く締 まっていること。

これらの中でも、詳細 に見てい くといくつかの タイプに分けられる。深 さでは、4～6cmの

浅いものと、10～12cmの 深いもの との二種類が見られる。長さでは、最長10m、 最少50cm

とまちまちであるが、3m前 後の ものに一つの類型が見 られる。長 さが3m前 後で完結するS

D27・29・30・60・61・70・81・90な どは、約30～50cmの 幅を有する。一方、6～10m程

の長い溝1状遺構の幅は約20cm程 しかなく、平面形 もわずかに蛇行する傾向が認められる。

遺物の出土に乏しいため溝の年代を決めるのは困難であるが、先に述べたように意識的とも

思われるように窯跡付近には見つかってないことを考慮すると、窯跡 と同時期かあるいはそれ

以降としても窯が完全に埋没する前に設け られた可能性が高い と考えられる。性格は畑 として

使用 されていた可能性か高いといえよう。また、これ らが同時期に一斉に作 られたとは考えら

れず、切 りあっている遺構や遺物が少ないために順番をたどることは困難であるが、複数年使

用されたことを示すもの と推測する。

短い溝状遺構

溝 状 遺 構
の 共 通 点

溝状遺構の時期
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IV出 土 遺 物

出 土 遺 物

相 対 的 に 少

な い 遺 物

窯跡内部の遺

物 出 土 状 況

1遺 物の出土状況

今回の調査で出土 した遺物は整理箱にして30箱 で、総重量 は約100kgで ある。遺構の内容

に比べ遺物の出土量が少ないことから、灰原は調査区西側の斜面下方に広がるものと推定され

る。遺物の種類 は、数点の土師器以外すべて須恵器である。

本調査区での遺物の分布状況は、窯跡及び窯跡周辺に集中してお り、多数の溝跡 が検出され

た北側か らの出土はほとんど見 られない。 また、窯跡上部の土坑や排水溝からは、若干の出土

が見られるものの、さらに上方の平坦面では遺構の密度に相応 し希薄になる。

窯跡内部の出土状況は、焼成部上方約2mの 範囲から多 く、わずかに離れて燃焼部約1mの

範囲に少量の出土が認め られる(第5図)。 器種 は無台杯 と甕類が大半を占める。無台杯は焼

成部か らの出土が多 く、中心部 より縁辺部の方に比較的まとまっている。出土の状態は、逆位

のものが顕著であ り、焼台として利用されたものが相当数含まれると考えられる。甕の口縁部

等を除 く体部片は広範囲に分布 し、接合関係にあるもの も少な くない。器面や断面の観察から、

明らかに2次 焼成を受けた ものも多 く認められ、無台圷同様その多 くは焼台に転 じたものと考

えられる。遺物の状態からは、最終操業時の製品の大方が搬出された と推定される。 したがっ

て、この出土状況か ら窯詰めの状態を復元することは不可能である。

2須 恵 器

2種 類 の 蓋

出 土 量 が 少

な い 有 台 圷

A蓋

蓋の出土量は極めて少な く、全形 を知 り得る資料 もほとんどないが、その形態は大 きく2タ

イプが認められる。天井部が緩やかな丸みを帯びるもの(2～4・7)と 平坦 なもの(5.6)で

ある。平坦 なものには、6の ように器厚が均一で天井部の盛 り上が りをまった く持たない円盤

状のもの も見られる。口縁端部には、断面が三角形を呈 し真下に引き出されるもの(3・6・8)、

丸味を持 ちわずかに内傾す るもの(4・7)、 小 さくつ まみ出されたもの(9～ll)な どい くつ

かの タイプが認められる。6は 舟底状 ピットからの出土で、その他の1～12は1号 窯焚 口か

ら前庭部付近の4B層 と10層 か らの出土である。

B有 台圷

有台圷の出土量 も極めて少 ない。底部は全て回転糸切 りによるものであるが、15・16の よ

うに底径がやや大 きめのものと小 さいものとに分けられる。また、15は 底部が肥厚 し、16・

18・19は 薄い底部をもつ。高台は丸味 をもつ もの(14～17)と 、細 く角張るもの(18～20)

が認められる。14の 高台内側には、高台貼付け時に強 く押 しなでた際の窪みが見 られる。20

は不十分 な還元状態で灰 白を呈するが、他 は堅 く焼 き締 まる。23は 底部を欠損す るが、深 く

急な立ち上 りを見せる体部の特徴などか ら有台」不と考えられる。20・21を 除 き、1号 窯焚口か

ら前庭部付近 より出土 し、4B層 、10層 に多いの も蓋の出土状況 と共通するところである。
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IV出 土 遺 物

C有 台皿

25～34は 有台の皿で、本窯跡の特徴的な一・群である。有台皿は、酒田市(旧 平田町)山 海

窯跡群SQ3で 主要器種のひとつ として生産 されている。 また、村山地方でも平野山古窯跡群

や小松原窯跡で少量なが ら生産されていることが確認できる。置賜地方では米沢市古志田東遺

跡や、川西町道伝遺跡、太夫小屋1遺 跡などに散見される。

口径 は、140mm未 満の もの と130mm未 満の比較的小振 りな ものが見られる。皿部は、体

部の立ち上 りが一・様に緩 く浅い。口縁部は屈曲し外反するものが多 く見うけられる。端部は丸

味を帯 びる。高台の径は多 くが60mm前 後、厚さは約4mm、 高さは平均で12mm程 である。

高台端部はシャープな作 りである。1号 窯焼成部、燃焼部か らの出土 も見 られるが、前庭部付

近か らの出土が最 も多い。灰粕陶器模倣と考えられ、黒笹90号 様式期に比定される。

D無 台圷

35～79は1号 窯出土の無台圷である。前述 したように、多 くは焼成部か らの出土で、特 に

縁辺部に残存する傾向が見 うけ られる。

35～37・44～51は 、体部がわずかに内湾 しなが ら直線的な口縁 に至 る。器厚は、ほぼ均

一である。底部は中心部に向かって盛 り上が り、底部外周が接地面 となる。36・37・44・48・

50・51は 、 ロクロ調整痕の凹凸が顕著に見 られる。37・45・46・49・50は2次 焼成の痕跡が

認め られる。45は 体部の傾 きが他の杯よりも急であるが、2次 焼成によると考えられる歪みや

亀裂が生 じていることによる。50も 底部か ら口縁部に至 るまで大 きく歪み、体部下半には高

台が熔着する。口縁部にも熔着 した砂粒が見 られることから、逆位に置かれた焼台と推測 され

る。胎土には若干の細砂を含むが、緻密で良質である。焼成は49を 除 き硬質である。

38・39は 体部から口縁部にかけて直線的に立ち上がる。底部は中心部にかけてわずかな盛

り上が りを見せる。器壁は肥厚 し、シャープさに欠ける印象 を受ける。胎土には粗い砂粒が混

入する。38の 焼成は硬質であるが、39は 不十分な還元状態で明るい褐色 を呈 し、軟質である。

40は 体部下半が直線的に立ち上 り、上半の明瞭な変換点から口縁部にかけて内湾する。立

ち上 りの角度は、他の土器に比べやや強い。内外面ともロクロ調整痕の凹凸が顕著である。胎

土は緻密で、焼成 も硬質である。

41・42は 体部がわずかに内湾 しなが ら立ち上 り、口縁部で弱 く外反す る。内外面 ともロク

ロ調整痕の凹凸が顕著である。42の 内面及び外面のロクロ痕の一部には、重ね焼による引っ

付 きが認め られる。胎土には若干の細砂が混入するものの緻密である。焼成 は共に硬質である。

43は 推定される口径が約130mmの 小振 りな杯である。体部は緩やかに内湾 し、幾分肥厚す

る口縁部は弱 く外反する。底部は回転糸切離 し後、外周のみナデ調整が施される。胎土には細

砂を含む。焼成は硬質である。

52の 体部はわずかに内湾 しなが ら緩やかに立ち上が る。口縁部は、内面に丸味を帯び肥厚

するが、直線的である。体部外面は精緻 なロクロ痕が見 られる。体部上半か ら口縁部にかけて

焼成時の歪みが認め られる。胎土は緻密で、焼成 も硬質である。

53は2次 焼成 を受けてお り、亀裂 と歪みが生 じている。体部の器壁 は薄 く、底部から丸味

を見 もって立ち上がる。器面 は滑 らかで、ロクロ調整痕の凹凸は少ない。底部内面には、 リン

グ状の重ね焼の痕跡が認められる。胎土には粗めの砂粒が混入する。焼成は硬質である。

山 海 窯 跡 群

平野山古窯跡群

黒笹90号 様 式

出

圷

跡

台

窯

無

号

の

1

土

焼 台 へ の 転 用
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IV出 土 遺 物

草 木 状 圧 痕

ヘ ラ切 りの 圷

接 合 資 料

舟底状 ピッ トか

ら出土 した遺物

他 の遺構 から出

土 した 無 台 圷

54～59は 体部が弱 く内湾 しなが ら緩やかに立ち上 り、口縁部がわずかに外反する。体部の

器壁 は、57を 除 き全体的に薄いが、口縁部と底部が幾分肥厚する。また、内外面共ロクロ調

整の凹凸が顕著である。57は 底部、体部共に器壁が厚 く、特に口縁部は肥厚す る。全て2次

焼成の痕跡が認め られ、中でも55は 外面に著 しい灰被 りと砂粒の熔着、底部の亀裂が見 られる。

58・59も 各々歪みや亀裂が明瞭である。56・57の 底部には草木状の圧痕が認められる。胎土

には粗めの砂粒が混入する。2次 焼成 によって焼 き締まった状態のものが多い。

60・61は 立ち上 りが緩 く、身が浅い。体部か ら口縁部まで内湾気味である。61の 底部か ら

体部へかけては、特に丸味を帯び、境が不明瞭である。ロクロでの調整は丁寧で凹凸は少ない。

2点 とも2次 焼成を受けてお り、60は 亀裂、歪みが著 しい。胎土には細砂 を少量混入する。焼

成は硬質で、体部外面から底部にかけて灰被 りが見 られる。

62・63は 底部ヘラ切 りによるもので、本窯跡か らの出土 はこの2点 のみである。焚口か ら

前庭部周辺の10層 か ら出土 している。63は2次 焼成を受けているが、62に はその痕跡が認め

られない。胎土は、63が 砂粒 を混入するのに対 して、62は ほとんど混入物が見 られず、緻密

である。ヘ ラ切 りによるものは、SK99で1点 確認 された他 に見つかっていないことか ら、

他の場所か ら持 ち込まれた ものと推測される。なお、後述する加賀塚遺跡や、今泉金山遺跡な

どの隣接する窯跡でも生産された様子はなく、もう少 し離れた地点か らの搬入と考えられる。

64は 平成15年 度に県教育委員会で行った試掘調査で出土した遺物(2005山 形県教育委員会

『分布調査報告書(31)』30頁 第5図 の4)と 接合 した資料である。底部、体部とも全体的に厚

ぼった く重い。特に厚い底部 と体部下半では、粘土を貼 り合わせた様子が見 られる。体部は下

半でわずかに内湾 し、口縁部は直線的に立ち上がる。底部外面には草木状の圧痕があ り、内面

には重ね焼の痕跡として、反転 した回転糸切 りの跡が明瞭に残る。破片の色調の違いから、割

れた状態で2次 焼成を受けたことが推測される。胎土は若干の細砂 を含むが、緻密である。

65～79は 、1号 窯跡の舟底状 ピッ トから出土 した資料である。65以 外 はすべて2次 焼成を

受けているため灰被 りや歪みが著 しい。体部は内湾するものが多 く見受けられる。口縁部は外

反するもの(69～74)、 直線的なもの(75～79)が ある。73の 口縁端部は、小 さいが玉縁状

の丸味を持つ。胎土には細砂を含むもの も見 られるが、概ね緻密である。

80・81はSK77か らの出土である。80は 肥厚 した底部から丸味を持った体部が立ち上がる。

底部には細い草木状の圧痕が見 られる。胎土は緻密で焼成 は硬質である。81は 緩い立ち上 り

の体部で身は浅 く、内湾気味である。胎土には細砂を混入する。焼成は硬質で、内面には灰被

りが見 られる。

82はSX98か ら出土 した。肥厚 した器壁を持 ち、内湾気味に立ち上がるものである。胎土

は緻密である。焼成は硬質であるが、不十分な還元状態のため灰黄色に発色 している。

83～88はSK99出 土の無台杯である。その他 にSK99か らは有台杯(20)、 甕(135)、

土師器圷(154)、 砥石(159)等 が出土 している。83の 器壁 は肥厚 し、残存する部位では6mm

前後を測る。胎土には小粒の礫 と砂粒を含む。2次 焼成を受けてお り、体部外面には灰被 りが

見 られる。84は 底部ヘラ切 り後ナデ調整が施 された無台圷である。胎土には粗い砂粒が混入

する。焼成は硬質である。85・87は 直線的に立ち上が る口縁部の資料で、86・88は 外反する

資料である。87の 胎土には砂粒が混入するが他は緻密である。焼成は88を 除き硬質である。
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IV出 土 遺 物

89～92はSXlO4出 土の資料である。89は 焼成不良で灰 白色を呈 し、軟質である。体部は

緩 く内湾するが、口縁部は直線的である。外面にロクロ調整による顕著な凹凸が見られる。90

の器壁 は肥厚 し、口縁部で も約5mmの 厚 さを有する。器面には灰被 りが認め られる。焼成は

硬質で胎土には少量の細砂 を含む。91は 体部か ら口縁部 にかけて直線的に立ち上がる資料で

ある。焼成 はやや軟質である。92は 体部中位で小 さく屈 曲し、口縁部が開 く。外面はロクロ

調整による凹凸と灰被 りが顕著に認められる。胎土は緻密である。

E壷

93～115は 壷類である。出土地点について特徴的な傾向をうかがうことはできないが、1号

窯跡の焚 口か ら前庭部にかけて比較的まとまった出土が見 られる。

93は 頸基部のみの資料であるが、残存する部位からは環状突帯付 きの長頸瓶と推測 される。

本調査での長頸瓶の出土はほとんど無 く明瞭に判断で きるのはこの1点 のみである。胴頂部は、 環 状 突 帯

内面に見 られる渦巻き状の雛か ら回転絞 り閉塞 と判断される。頸部接合 は二段構成 によるもの

である。突帯は断面が方形で、側面に一条の細い沈線が廻る丁寧な作 りである。外面には鋭利 回転絞り閉塞法

な工具 を用いて描いたと考えられる、3～4条 を一・組 とす る沈線が縦方向に入れられる。胎土

は少量の砂粒を含むが、緻密である。焼成は硬質で、褐色 を呈する。

94～99は 、広 口壷の口縁部 と考えられる。外傾度は小 さく、直立に近いもの も見 られる。

口縁端部は、階状に強 く引 き出す もの(94・97～98)と 、小 さく作 られるもの(95・96・99)

がある。前者の端部上面は広 く、がわずかに窪み、後者は沈線状の窪みが入れられる。胎土は

緻密であるが、少量の細砂が含 まれる。焼成は硬質である。95は2次 焼成を受けている。

100・101・104～108は 長胴の壷 と考えられる。肩部は丸味を持ち、そのままなだ らかに体 長 胴 の 壷

部へ移行する。肩部と体部の境付近に最大径 を有 し、そこから底部 に向かって急激に窄まる。

外面の調整は、 タタキ→カキメあるいはロクロナデ→ケズリの順で施 される。 タタキは斜め方

向の平行 タタキで、体部中央に名残 を留める。カキメあるいはロクロナデは肩部 と体部の一

部に見 られる。ケズリは体部中央よ り下半に施 され、上から下への縦方向である。内面の調整

は、ロクロナデ ・ハケメ ・ヘラナデ等の調整が認め られる。100の 内面は横方向のナデ調整の

みであるが、101・104に は縦方向の細かいハケメが入れられた後に、横方向のやや粗めのヘ

ラナデが疎 らに施 される。使われる工具は、体部上半では粗 く下半では細かい板 目が残 り異な

ることがわかる。また、下半には棒状工具によるナデが縦横 に入れられる(104)。 胎土にはわ

ずかに細砂 を含むものの緻密である。焼成は極めて硬質で、肩部には移 しい灰被 りや砂粒の熔

着が見られるもの もある(101・104)。104は 熔着 した同器種 と考える破片が体部中位にあ り、

焼成時のもの と考え られる。破片毎に自然粕や灰被 り、歪みが異なることか ら、多 くは焼台と

して利用されたと推測 される。107は 頸基部か ら肩部にかけての資料である。外面は全体にカ

キメが施され、 タタキの痕跡 は認められない。器壁 は厚 く、胎土には粗い砂粒が混入するもの

の全体的には緻密である。内面に2次 焼成 による灰被 りが認められる。108は 底部資料である。

外面調整は、平行 タタキ→ケズリが看取で き、内面は横ハケメ→縦ハケメ→横ハケメの順が認

め られる。 タタキは底部外面にも施され、無調整のまま残 される。底部内面の調整をのぞ き、

104な どと共通する部分が多 く、同一器種の可能性が考えられる。内外面 とも厚 く自然粕が付

着 し、光沢がある。器壁は厚 く、胎土は緻密である。
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IV出 土 遺 物

壷口縁部資料

丸 味 の あ る

環 状 突 帯

櫛 描 波 状 文

格 子 タ タ キ

平 行 タ タ キ

103・110～113は 壷の口縁部資料である。103は 口縁端部を上方に引 き上げて、断面が 「T」

字状 に近い形態を作 り出している。器壁は薄 く、内面に2次 焼成によるものと考えられる火は

ねがある。110は 口縁端部 をわずかに引き出したもので、頸部は短 く 「く」の字状 に屈曲する。

頸基部に沈線状の窪みを有するが、2次 焼成による灰被 りで不明瞭である。111は 短 く直行す

る頸部である。口縁端部の引 き出しはほとんど無い。基部には断面が丸味 をもつ環状突帯が着

く。胎土は緻密、焼成は硬質である。112は 頸部中程から外反するもので、口縁端部はわずか

に下方へ引き出される。内面には灰被 りが見 られるが、口縁部付近には認められない。2次 焼

成によるものか、器面には巣が入る。胎土には粗い砂粒 と多 くの細砂 を含む。113は 弱 く外反

する頸部で、口縁端部は強 く引 き出される。器壁は厚 く、胎土には砂粒を多 く含む。

ll4・ll5は 壷の体部下部から底部にかけての資料であるが、2点 とも底部は剥離 し、欠損す

る。114は 、わずかに外傾 しながら直線的に立ち上がる。器壁は厚 く、底部にかけては極度に

肥厚する。内外面共ロクロナデ調整である。115の 外面はロクロ回転を利用 したヘラ状工具に

よるナデ調整 と考えられ、ハケメ状の調整痕が顕著に見られる。内面はロクロ調整による強い

凹凸が見 られる。器壁は厚 く、胎土には粗い砂粒が多 く含まれる。

F甕

甕は1号 窯体内からも多数出土 しているが、多 くは焼台に転用された もので、2次 焼成によ

いる歪みや灰被 りが著 しい。

106～122・125～135・137は 甕の口頸部、123・136・138～141は 体部、142～149は 底

部の資料である。口頸部は、全体的に外反 して大 きく開 くもの(117・119・121・122・133)、

頸部中程か ら角度を変え、大 きく開 くもの(116・118・126・128～132・135)、 直立して端部

のみを屈曲させ るもの(134)と に大別できる。口縁端部は、端部中央に断面三角形の凸部を

作 り出す もの(116・117・119～122)、 上端部を強 く引き出す もの(125)、 端部中央 と上端部

を引き出す もの(126)、 下端部を強 く引 き出すもの(127)、 上下端を摘み、端部中央に凹面を

作 るもの(128～132・135)、 階状に真横に引 き出 したもの(134)、 階状 に引き出し端部を折

り曲げた もの(133)な どが見られる。調整はロクロナデによるものであるが、129・130・134

の頸部外面には、タタキの痕跡を認めることがで きる。タタキ工具は体部のもの と同じで、平

行なタタキ目が縦方向に残る。 タタキ整形後は丁寧なロクロナデが施されている。内面にアテ

具の痕跡は認められない。 これ らは頸部の傾 きが弱い ものに見 られる傾向がある。137は 櫛描

波状文が施 された頸部資料である。他の頸部は全て無文であり、櫛描波状文が施されたものは

この1点 のみである。5本 を一単位 とし、2段 まで確認で きる。

123は 体部片を図上復元 したものである。外面は平行 タタキが縦方向に入 り、底部付近では

平行線が交差する。内面のアテ具は、斜方向か ら横方向に入る平行線文である。底部内面はナ

デ調整が見 られる。138～141も 外面平行タタキ、内面平行アテ具の調整が見られる。アテ具

には目の粗いもの(138・141)と 、密なものが見 られる。

144の 外面は、底部付近まで平行タタキが施 され、それより下は格子 タタキが施される。格

子 タタキは底部か ら5～6cm程 立ち上がったところまで行われ、平行 タタキ との境 にはヘラ

状工具によるもの と考えられるケズリに近いナデ調整が認め られる。内面は平行線文のアテ具

痕が見 られるが、底部付近は縦方向にハケメ状のナデ調整が施 される。体部に比べ底部の器壁
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が薄 く、特徴的である。体部のタタキを確認で きないが、格子 タタキやナデ調整などは142・

147に 共通するの特徴である。143・145・146・148は 、底部にも体部 と同様の平行 タタキの痕

跡が認め られる。大部分 はナデ調整等により消されているが、143・145等 は底部外周にその

ヘ ラ 状 工 具 痕跡 を見ることができる。底部内面の調整には、ヘラ状工具によるナデ(143)、 指ナデ(145)、

ハケメ状のナデ(146・148)等 が見られる。これ らの調整のため、底部のアテ具痕はほとんど

残 らないが、145の 底部内面には、わずかに平行線のアテ具痕が認められる。

Gそ の他の器形

102は 鉢の口縁部から体部上半にかけての資料である。器壁は薄 く均一である。口縁端部は

内側 に強 く引き出される。断面は細 くてシャープな三角形を呈する。内外面共ロクロナデ調整

が施される。胎土には細砂が混入する。頸部内面 と外面に灰被 りが見 られる。

109・124は 長胴甕の口縁部である。本来は土師器の器形であるが、2次 焼成を受けた時点で
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IV出 土 遺 物

還元化 したもの と推測 される。109は 口縁端部 に丸味をもち、一条の沈線が廻る。124は 口縁

端部 を上方に摘み上げたもので、角張 った断面形を呈する。2点 とも粗砂 を多 く含み、土師器

長胴甕の胎土 と同質である。硬質に焼成されている。

150は 横瓶の体部か ら閉塞部にかけての資料である。外面は平行タタキが施され、閉塞部に

もタタキの痕跡が残る。内面 には平行線文のアテ具痕が見 られるが、閉塞部には目の細かいヘ

ラナデが廻る。閉塞円盤にも、渦巻 き状にヘラナデが入れられ、アテ具の痕跡は消されている。

体部、閉塞部共に器壁は薄い。

151は 壷と考えられるが、大 きく歪んでいるため全体の形は不明である。上部の折れ曲がっ

た部分は、肩部に相当すると考えられる。この部分見 られる平行 タタキは、彫 り込みに対 して

直交する木 目が明瞭に見 られ、細かい格子タタキ状 を呈する。中程にはロクロナデ調整が施さ

れ、体部下部には縦方向のケズリが施 される。内面はロクロナデ調整である。ほぼ全面に自然

粕が付着する。

還元 した長胴甕

閉 塞 円 盤

3土 師 器

152～154・157は 圷である。153の 底部には回転糸切 りの痕跡が うかがえるが、他は摩滅が

著 しく器面の調整は確認できない。152は わずかに内湾 して立ち上 り、口縁部は直線的である。

器面の凹凸は少ないが、器壁は厚い。154は 口縁部が小 さく外反する。157は 底部から体部に

かけての資料であるが、立ち上 りも不明瞭である。

155は 甕の体部片で、外面は平行タタキが認め られる。内面は摩滅 しているため不明である。

156は 甕あるいは鉢の底部と考えられる。外面はナデ調整、内面は指頭痕のような凹凸が認め

られる。胎土には砂粒を多 く含む。

土 師 器 圷

4そ の他 の遺物

158は 丸味を持った土製品で、外面は強い火熱により硬化 している。胎土には粗い砂粒 を多

く混入する。器形は不明である。159はSK99出 土の砥石である。160の ブレイクは、今泉山

か ら縄文時代の遺物が見つかってお り、本遺跡の周辺にも当該時期の遺跡の存在 を示唆するも

の と考えられる。161は 「寛永通宝」である。
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V 自然科学分析

1蛇 崩窯跡ほか各遺跡出土須恵器の胎土分析

パ リ ノ ・サ ー ヴ ェ イ株 式 会 社

供給地の推定

生産地 と消費地

は じ め に

長井市に所在する蛇崩窯跡は、米沢盆地北部、最上川と白川の合流点付近に分布する今泉山

と呼ばれる丘陵の西側斜面上に位置する。同じ丘陵の西側斜面には蛇崩窯跡 と隣接 して加賀塚

遺跡および今泉金山遺跡等の須恵器生産地遺跡が分布 している。発掘調査では、須恵器片が多

量に出土 し、蓋 ・杯 ・有台皿 ・壷 ・甕 などの器種が確認 されている。 また、それ らの土器は、

形態や技法などか ら9世 紀後半頃のもの と考え られている。

本報告では、蛇崩窯跡か ら出土 した須恵器片の胎土の特徴を明らかにし、その供給地を推定

するための基礎資料を作成する。 また、隣接する須恵器生産地遺跡である加賀塚遺跡および今

泉金山遺跡 より出土 した須恵器片、さらには、同 じ米沢盆地北部内にあり近接する集落跡であ

る堀端、地ノ上、中落合の各遺跡 より出土 した須恵器片の胎土の特徴 も把握 し、これらを互い

に比較することにより、今泉山西麓における生産地 とその周囲の消費地 との関係について検討

する。

薄片作成観察

蛍 光X線 分 析

A試 料

試料は、蛇崩窯跡、加賀塚遺跡、今泉金山遺跡、堀端遺跡、地 ノ上遺跡、中落合遺跡の各地

より出土 した須恵器片合計49点 である。後述するように、 ここでは、薄片作製観察 と蛍光X

線分析の2つ の分析手法を用いるが、試料 もそれぞれの分析手法ごとに分けられ、薄片作製観

察には15点 、蛍光X線 分析 には34点 の試料が供 された。 また、各分析手法の試料 には、上

述 した全ての遺跡出土試料が含 まれている。薄片作製観察には、蛇崩窯跡試料が8点 、加賀塚

遺跡試料お よび中落合遺跡試料が各2点 、今泉金山遺跡、堀端遺跡、杣ノ上遺跡の各試料が各

1点 ずつ、蛍光X線 分析 には、蛇崩窯跡試料が12点 、加賀塚遺跡試料が5点 、今泉金山遺跡

試料が5点 、堀端遺跡および杣ノ上遺跡試料が各3点 、中落合遺跡試料が6点 である。

各試料には、試料番号1～49ま で付 され、薄片作製観察試料は試料番号1～15、 蛍光X線

分析試料は試料番号16～49で ある。各試料の出土遺跡、器種、出土遺構1等は、各分析結果を

呈示 した表1、 表2に 併記する。

B分 析 方 法

当社では、 これまでにも山形盆地や庄内平野に分布する古代の遺跡か ら出土 した須恵器の胎

土分析 を行っている。そこでは、須恵器の胎土の特性(高 温焼成と比較的砂粒が少 ない)か ら、

薄片作製観察と蛍光X線 分析 を併用 し、解析を行っている。これ らとの比較 も考慮 し、本報

告においても同様の手法 を用いる。以下に各種法の処理過程を述べる。
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V自 然科学分析

(1)薄 片作製観察

薄片は、試料の一部をダイアモ ンドカッターで切断、正確 に0.03mmの 厚さに研磨 して作製

する。薄片は岩石学的な手法 を用いて観察 し、胎土中に含 まれる砂粒 を構成する鉱物片および

岩石片の種類構成 を明 らかにする。 また、胎土の基質は、孔隙の分布する程度と砂の配列や孔 岩石片の種類

隙などの方向性の確認や、基質を構成する粘土が焼成の結果、 どの程度ガラス化 して どの程度

粘土鉱物 として残存 しているか、酸化鉄などの鉄分の含 まれる程度について定性的に記載する。

(2)蛍 光X線 分析

主 要10元 素 のSiO2、Al203、Fe203、TiO2、MnO、MgO、CaO、Na20、K20、P205お よび

LOIに つ い て蛍 光X線 分 析 法 に よ っ て 分 析 す る 。 以 下 に 各 分 析 条 件 を記 す 。

1)装 置

理 学 電 機 工 業 社 製RIXIOOO(FP法 の グ ル ー プ定 量 プ ロ グ ラム)

2)試 料 調 製

試 料 を振 動 ミル(平 工 製 作 所 製TIIOO;10ml容 タ ン グ ス テ ン カ ー バ イ ト容 器)で 微 粉 砕 し、

105℃ で4時 間 乾 燥 す る。こ の 微 粉 砕 試 料 につ い て ガ ラ ス ビー トを以 下 の 条 件 で作 成 す る 。なお 、

胎 土 表 面 に塗 彩 また は粕 薬 が確 認 さ れ る 試 料 に つ い て は、こ れ ら を 除去 し、試 料 と して 供 す る。

溶 融 装 置;自 動 剥 離 機構 付 理 学 電 機i工業 社 製 高周 波 ビ ー トサ ンプ ラー(3491Al)

溶 剤 及 び希 釈 率;融 剤(ホ ウ酸 リチ ウム)5.000g:試 料0.500g

剥 離 剤;LiI(溶 融 中1回 投 入)

溶 融 温 度;1200℃ 約7分

3)測 定 条 件

X線 管;Cr(50Kv-50mA)

スペクトル;全 元 素Kα

分 光 結 晶;LiF,PET,TAP,Ge

検 出 器;F-PC,SC

計 数 時 間;PeaK40secBack20sec

C結 果

薄片観察試料(1)薄片作製観察
蛇 崩 窯 跡8

結果を表1に 示す。15点 の試料はほぼ類似 した砂粒 の種類構成を示 し、それが大 きく異な

る試料は認め られない。すなわち、鉱物片では、石英が中量程度含 まれ、これに微量または少

量のカリ長石 と斜長石お よび不透明鉱物 を伴い、微量の黒雲母やジルコンが含 まれる。試料 に

よっては、黒雲母やジルコンが認め られない ものや、輝石類および角閃石、白雲母、緑 レン石、

電気石、モナズ石などの鉱物が微量認められるものがある。岩石片はいずれも微量または少量

であるが、多 くの試料に認められるものとして、珪質頁岩、凝灰岩、流紋岩 ・デイサイ ト、多

結晶石英および花歯岩類があげ られる。さらに、試料 によっては、微量の結晶片岩が含 まれる。
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V自 然科学分析

蛇 崩 窯 跡

蛍光X線 分析
岩石片以外の砕屑物 として、多 くの試料に微量の火山ガラスやスフェルライ ト、放散虫や海綿

骨針などの微化石類が認め られた。

また、高温焼成が原因 と考えられる長石類の溶融やムライ トの生成が認め られる試料が多い。

各試料の溶融の状況は、表1の 備考 に記載 した。

(2)蛍 光X線 分析

結果を表2に 示す。 ここでは試料問の組成 を比較する方法 として、以下に示す元素を選択 し、

それらの値を縦軸 ・横軸 とした散布図を作成 した(第23～31図)。

a)化 学組成中で最も主要な元素(Sio2,Al203)

b)粘 土の母材 を考える上で長石類(主 にカリ長石、斜長石)の 種類構成は重要である。こ

のことから、指標 として長石類の主要元素であるCaO、Na20、K20の3者 を選択 し、長石全

体におけるアルカリ長石およびカリ長石の割合 を定性的に見る。実際には、長石類全体 におけ

るアルカリ長石の割合(Na20+K20)/(CaO+Na20+K20)を 横軸 とし、アルカリ長石

におけるカリ長石の割合K20/(Na20+K20)を 縦軸 とす る。

c)輝 石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要な元素。 この場合、指標 としてこれ

らの有色鉱物の主要な元素の うち、TiO2、Fe203、MgOを 選択 し、Fe203を 分母 としたTiO2、

MgOの 割合を見 る。

第23～25図 は蛇崩窯跡試料の散布図、第26～28図 は加賀塚遺跡お よび今泉金山遺跡の生

産地遺跡の散布図、第29～31図 は堀端遺跡、杣ノ上遺跡、中落合遺跡の各集落跡の試料の散

布 図 で あ る。 以 下 に遺 跡 ご と の状 況 を述 べ る 。

a)蛇 崩 窯 跡

ほ と ん どの 試 料 は、sio2が67～74%、Al203が15～20%の 範 囲 内 に あ るが 、試 料 番 号17は 、

認霜懸論畿藩 窒繋辮 ぶご鵡報粘ご難糠
る試料が多い(第24図)。 有色鉱物主要元素では、相対的にFe203が 多 く、TiO2お よびMgO

の少 ないことを示す図の左下にプロットされる試料が多いが、試料番号16は これらよりTiO2

およびMgoが 多 く、試料番号22はTio2の 多い位置にある(第25図)。

b)加 賀塚遺跡

∴鋸欝灘灘灘 灘織lli
示す図の右下にプロッ トされる(第27図)。 有色鉱物主要元素では、蛇崩窯跡試料 に比べて

Tio2の 多いことを示す図の右方に位置 し、特に甕の試料番号32はTio2もMgoも 多いこと

二糖 ∴∴ ∵1
__、_り__

す。Al203は17～21%の 範囲にあり、蛇崩窯跡試料 と同程度の範囲を示す(第26図)。 長石

類主要元素では、圷の試料3点 は相対的にK20が 多いことを示す図の右上にプロッ トされる
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V自 然科学分析

が、壺の試料2点 は、杯 よりもK20が 多い試料 と少ない試料 とに離れて位置する(第27図)。

有色鉱物主要元素では、蛇崩窯跡試料に比べてTiO2の 多いことを示す図の右方に位置するが、

壷の試料2点 は、杯よりもMgOの 多い試料 と少 ない試料 とに離れて位置する(第28図)。

d)堀 端遺跡

3点 の試料の うち、試料番号38と40は ともにsio2は71%台 、A1203は18%前 後で近似 し

た組成であるが、試料番号39は これらよりもsio2が 低 く約65%、Al203は 高 く約24%を 示す(第

29図)。 長石類主要元素では、3点 ともに相対的にK20が 多いことを示す図の右上にプロット

されるが、試料番号40と38は 、試料番号39に 比べてCaOが 多いことを示す左方に位置する(第

30図)。 有色鉱物主要元素では、試料番号39、40の2点 がTio2の 多いことを示す図の右方に

位置するが、試料番号38は 、これらよりもTiO2の 少ないことを示す左方に位置する(第31図)。

e)地 ノ上遺跡

sio2は68～72%、Al203は18～20%の 範囲にあ り、比較的まとまった組成 を示す(第29図)。

長石類主要元素では、試料番号43は 相対的にK20が 多いことを示す図の右上にプロットされ

るが、試料番号41と42は 、試料番号43に 比べてCaOが 多いことを示す左方に位置する(第

30図)。 有色鉱物主要元素では、試料番号41、42の2点 はTio2お よびMgoの 多いことを示

す図の右上に位置するが、試料番号43は 、これ らよりもTiO2お よびMgoの 少ないことを示

す図の中程に位置する(第31図)。

f)中 落合遺跡

SiO2は66～71%の 範 囲にあ り、今 回の試料 のなかではそれほ ど広 い範 囲ではないが、

Al203は17～24%の 範囲にあり、比較的ばらつ きが大 きい(第29図)。 長石類主要元素では、

器種によりプロッ トされる位置が明瞭に異なる。稜椀の試料2点 は、相対的にK20が 少なく、

Na20の 多いことを示す図の右下にプロットされ、無台圷の試料3点 は、相対的にK20の 多い

ことを示す図の右上にプロッ トされ、甕の試料番号49はCaOが 多い ことを示す左 方に位置

する(第30図)。 有色鉱物主要元素では、稜椀 の試料番号44と 無台圷の試料3点 はTiO2の

やや多いことを示す図の中程から右方 にかけて分布するが、稜椀の試料番号45は これ らより

Mgoの 多いことを示す図の中央上方に位置 し、甕の試料番号49は 、 これらよ りもTiO2お よ

びMgOの 少ないことを示す図の左下方に位置す る(第31図)。

D考 察

(1)薄 片観察による検討

蛇崩窯跡、加賀塚遺跡および今泉金山遺跡で生産された須恵器胎土の砂粒の種類構成は、い

ずれ もこれ らの遺跡が位置する米沢盆地北部または長井盆地南部における地質学的背景を反映

している。神保ほか(1970)や 日本の地質 「東北地方」編集委員会(1989)な どにより概観すれば、

米沢盆地を取 り巻 く山地の中で、東南部および西南部の山地には、新第三紀中新世に堆積 した

堆積岩類 と凝灰岩類および流紋岩溶岩や同岩質の火砕岩などが分布 し、南部の山地には、阿武

隈山地から続 く白亜紀に貫入 した花尚岩類が広 く分布する。また、分布範囲は狭いが、阿武隈

山地の変成岩帯の延長である片岩類からなる地質の分布 も認め られている。米沢盆地北部や長
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火 山 ガ ラ ス

長石類の溶融

井盆地の沖積低地を構成 する砕屑物 には、上述 した地質に由来する岩石片や鉱物片が混在 して

いることが考 えられるから、上述 した3遺 跡で焼かれた須恵器の材料採取地は、周辺にあった

と考えられる。ただし、3遺 跡 とも全 く同一の場所から材料を採取 していたかどうかは、薄片

観察による定性的な胎土の特徴からは、明瞭ではない。結果でも述べたように、集落遺跡出土

試料 も上述 した3遺 跡 とほぼ同様の砂粒の種類構戒 を示すことから、これらの須恵器は、上述

の3遺 跡のいずれかで作 られた可能性 はあるといえる。

なお、蛇崩窯跡試料の中の一・部には、火山ガラス と海綿骨針の認め られない胎土があ り、ま

た加賀塚遺跡の試料は、火山ガラスが認められているが、海綿骨針 は認められず、今泉金山遺

跡、堀端遺跡、地ノ上遺跡、中落合遺跡の試料 には火山ガラスも海綿骨針 も認め られない。こ

れらの特徴は、焼成された後の材質を指す胎土の特徴ではあるが、焼成前の素地土の状態を考

慮すると以下のことが言える。蛇崩窯跡試料では、火山ガラスと海綿骨針の認め られている試

料番号1～5は 、いずれも長石類の溶融は表面にとどまり、ムライ ト化の程度も低い。これに

対 して、火山ガラス と海綿骨針の認め られない試料番号6～8は いずれ も長石類の溶融が著 し

く、石英の高温 クラックも認められ、さらにムライ ト化の程度 も高い。 したがって、試料番号

6～8は 、素地土の状態では、試料番号1～5と 同様に火山ガラスや海綿骨針が含 まれていたが、

高温焼成のために、これらが溶融 して形状を失った可能性が高い。これ と同じことは、今泉金

山遺跡の試料番号llと 杣ノ上遺跡の試料番号13で も考えられる。一方、加賀塚遺跡、堀端遺跡、

中落合遺跡の試料については、長石の溶融が微弱であ りムライ ト化の程度 も低いことから、素

地土においても火山ガラスや海綿骨針が含 まれていなかった可能性があると考えられる。以上

のことか ら、先に、薄片観察からは、3箇 所の生産地遺跡間の違いは明瞭ではないと述べたが、

火山ガラスと海綿骨針の含有の有無により、蛇崩窯跡試料と加賀塚遺跡試料 とは区別 される可

能性がある。 また、堀端遺跡お よび中落合遺跡の試料は、同様の基準により、蛇崩窯跡で焼か

れた試料ではない可能性がある。

(2)元 素組成による検討

一様 でない組成

材料 に関 る事情

第23～28図 は、いずれも生産地遺跡か ら出土 した試料の元素組成 を表 したものであるが、

元素レベルで見た場合には、薄片観察とは逆に試料間の差異が明瞭に捉えられる。一箇所の生

産地遺跡出土試料でも、その組成は一様ではな く、おそらく複数種の胎土が存在する可能性が

高い。今回の分析では、試料の器種 と出土遺構が試料の属性 として添付 されていたが、第23

～28図 により、3箇 所の生産地遺跡ともに、器種 と胎土 との間に相関性のある可能性が高い。

すなわち、器種 ごとに、材料 に関わる何 らかの事情(例 えば、採取地や採取層位、混ぜ方など)

が異なっていたと考えられる。さらに、蛇崩窯跡の無台杯の試料番号22や 今泉金山遺跡の壺

に認め られるように、同 じ器種でも組成に差異があり、したがって同 じ器種でも一部には事情

が異なっていたことも示唆される。

一方、第29～31図 は、上述の生産地遺跡か ら近い集落跡出土須恵器の元素組成である。第

23～28図 と見比べることにより、その生産地については、以下のように推定 される。

堀端遺跡出土試料の うち、試料番号39は 、有色鉱物主要元素で はややはずれる ものの、

SiO2とAl203の 量比 と長石類主要元素か ら、加賀塚遺跡産の可能性がある。同様の状況から、
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試料番号38お よび40は 今泉金山遺跡産の可能性があると考えられる。

杣ノ上遺跡出土試料3点 のうち、試料番号41と42の2点 は、sio2とAl203の 量比 と長石類

主要元素から、蛇崩窯跡産の可能性がある。 なお、 これ ら2点 の有色鉱物主要元素の量比は、

器種は異なるが、蛇崩窯跡の試料番号16に 近い。地ノ上遺跡の試料番号43は 、sio2とAl203

の量比 と長石類主要元素では、加賀塚遺跡試料にも今泉金山遺跡試料 にも近似するが、有色鉱

物主要元素では、加賀塚遺跡試料に近似することから、加賀塚遺跡産の可能性がある。

中落合遺跡の稜椀試料2点 の うち、試料番号44は 、sio2とAl203の 量比 と長石類主要元素

において加賀塚遺跡の甕試料の試料番号32に 近似するが、有色鉱物主要元素においては、試

料番号32と の乖離がやや大 きいため、加賀塚遺跡産の可能性はあるが、今回の3箇 所の生産

地遺跡以外の産地である可能性 もある。試料番号45は 、長石類主要元素お よび有色鉱物主要

元素において、今回の3箇 所の生産地試料のいずれとも大 きく異なることか ら、これ ら3箇 所

以外の可能性がある。中落合遺跡の無台圷試料3点 は、SiO2とAl203の 量比 と長石類主要元

素お よび有色鉱物主要元素のいずれにおいても加賀塚遺跡の杯試料 と近似することか ら、加賀

塚遺跡産である可能性が高い。中落合遺跡の甕試料 は、長石類主要元素および有色鉱物主要元

素において、今回の3箇 所の生産地試料のいずれとも大 きく異なることか ら、 これら3箇 所以

外の可能性がある。

今後、今回の3箇 所の生産地遺跡出土試料について、 さらに多 くの分析例が得 られることに

より、各生産地遺跡試料 における胎土の組成のば らつ きが大 きくなる可能性 もある。その場合、

今回の集落跡遺跡出土試料の推定産地も再検討する必要がある。また、中落合遺跡稜椀の試料

番号49や 同遺跡甕の試料番号45の ように、今回の3箇 所の生産地以外の産地の可能性がある

試料 も認め られたことか ら、他地域(例 えば山形盆地など)と の比較 も考慮する必要がある。

なお、前述 したように当社では、 これまでに山形盆地および庄内平野における窯跡(二 子沢

古窯および泉森窯跡)出 土須恵器試料および遺跡出土須恵器試料の分析例があるが、地域的な

胎土の傾向を把握するまでには至っていない。現時点で認められることとして、薄片観察にお

ける定性的な特徴では、山形盆地の試料も庄内平野の試料 も、鉱物片の種類構成は今回の試料

と概ね類似するが、岩石片では流紋岩 ・デイサイ トよりも凝灰岩の方がやや多 く出現する傾向

にある。これは、いずれの地域 も共通した地質学的背景(特 に新第三紀中新世の堆積岩類、凝

灰岩類、溶岩類)を 有することが反映されてお り、凝灰岩 と流紋岩 ・デイサイ トの出現傾向の

違いは、新第三紀中新世の地質の中における分布域 と材料採取地 との位置関係の違いによると

考えられる。一方、元素組成では、二子沢古窯 も泉森窯跡 もその組成 は一様ではなく、今回の

生産地遺跡試料 と同程度の幅を示す。散布図にした場合の全体的な範囲は、それぞれの窯跡で

異なり、今回の3箇 所の生産地遺跡が示す範囲とも異なっているが、重複する範囲も比較的広

い。 したがって、ある消費地遺跡から出土 した須恵器の産地推定を目的とした場合、少ない試

料数では、庄内平野、山形盆地、米沢盆地 という地域を識別することも難 しいが、多数の試料

の分析例 を得ることがで きれば、その傾向を把握することにより、産地の推定が可能になるこ

とが期待 される。

蛇 崩 窯 跡 産
の 可 能 性

中 落 合 遺 跡
の 稜 椀 資 料

中落合遺跡の
無 台 圷 資 料

地 域 的 な胎 土

把 握 へ の 期 待
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表1胎 土薄片観察結果

試
料
番号

出
土
遺跡

器
種

部
位

備
考

砂粒 砂 粒 の 種 類 構 成 孔
隙
度

方
向
性

粘
土
残存

量

含
鉄
量

長
石
の
溶
融
度

ム
ラ
イ
ト
化 備 考

全
体
量

淘
汰
度

最
大
径

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英 言

条

サ

{

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単斜

輝
石

角
閃
石

白
雲
母

墨苺緑廉
石

電
気
石

モ
ナ
ズ
石

ジ

告
ン

不透

明
鉱
物

珪
質
頁
岩

凝
灰
岩

嚢量

マ業

ト

多
結
晶
石
英

花
闘
岩
類

結
晶
片
岩

火
山
ガ

更

う
元

旱
ト

放散

虫

海綿

骨
針

植
物
珪
酸
体

皇
?

1

蛇

崩

窯

跡

無台杯

(口縁部)
SQ1船 底 ピ ッ ト ○ ○ α4 ○ △ 十 十 十 十 十 十 △ 十 十 十 十 十 十 △ ○ ○ 十 △ △

カリ長石および斜長石は結晶表面部が溶融 している。流紋岩の一

部にも弱い溶融が認められる。火山ガラスはバブルウォール型 を
呈する。

2
無台杯
(口縁部)

SQ1船 底 ピ ッ ト ○ △ 1D ○ 十 十 十 十 十 十 △ 十 十 十 十 十 △ ○ ○ 十 △ △
カリ長石および斜長石は結晶表面部が溶融 している。流紋岩の一

部にも弱い溶融が認められる。火山ガラスはバブルウォール型 を
呈する。

3
無台杯
(体部)

SQI-FRP73 ○ △ 1.4 ○ △ 十 十 十 十 十 十 十 △ 十 △ 十 十 △ △ ○ 十 △ △
カリ長石および斜長石は結晶表面部が溶融 している。流紋岩の一
部にも弱い溶融が認め られる。火山ガラスはバブルウォール型で
Y字 の断面 となっているものが多い。

4
無台圷
(体底部)

SQ1-EFRP90 ○ △ 1D ○ 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 △ ○ ○ 十 △ ×
カリ長石は結晶表面部が微弱に溶融 している。火山ガラスはバブ
ルウォール型を呈する。

5
無台杯
(体底部)

SQI-EFRPI96 ○ △ 1.0 ○ 十 △ 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 △ ○ ○ 十 △ △ カリ長石および斜長石は結晶表面部が溶融 している。火山ガラス
はバブルウォール型を呈する。

6 壷
SQ1-P

実 測Nα1
○ × 2.6 ○ 十 十 十 十 △ 十 △ △ 十 十 ◎ ○

長石類の溶融は著 しく、粗粒な斜長石の結晶中心部のみが残存す
る。長石類の溶融ガラス中には発泡孔が生 じている。石英には高

温クラックが生 じているものもある。流紋岩や花歯岩類の溶融も
著しい。

7 壷 SQ1-OH層 ○ △ 1.1 ○ 十 十 十 △ 十 十 十 十 十 十 ○ ○ 十 △ ◎ ◎
試料表面部には幅OD2mm以 下でセ リサイ トが塗布されている。
孔隙の周辺部には微細不透明鉱物が鉱染状をなして分布し、一部、
これと共生 して針状鉱物が晶出している。

8
甕

(大甕体部片)

SQ1-OI層

実 測Nα33
○ △ 1.2 ○ 十 十 十 十 十 十 十 ○ ○ 十 十 ◎ ◎

石英には、著 しい高温クラックが発達 している。試料表面部には、
微細不透明鉱物が塗布されてお り、これと共生 して溶融ガラス中
に微細樹枝状～針状 を呈する鉱物が晶出 している。孔隙の周辺部
には、微細不透明鉱物が分布 し、一部、これと共生 して針状～板
状の鉱物が晶出 している。

9 加
賀
塚遺

跡

」不

(体 部)
○ △ 1.2 ○ 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 △ ○ ○ 十 △ △

カリ長石および斜長石は結晶表面部が溶融 している。流紋岩の一

部にも弱い溶融が認められる。火山ガラスはバブルウォール型 を
呈する。試料表面部には、幅0.02mm以 下で赤鉄鉱およびセリサ
イ トが塗布されている。

10
杯

(体部)
○ △ 0.7 ○ 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 △ ○ ○ 十 △ △

カリ長石および斜長石は結晶表面部が溶融 している。流紋岩の一

部にも弱い溶融が認められる。火山ガラスはバブルウォール型 を
呈する。

11
今泉金
山遺跡

杯
(口縁部) ○ △ 1.0 ○ 十 十 十 △ 十 十 十 ○ ○ 十 十 ○ ○

カリ長石および斜長石は溶融 してお り、結晶中央部が残存 してい
る。孔隙の周辺部には、鉱染状に微細不透明鉱物が分布する。試

料表面部には、幅0.03mm以 下でセリサイトが塗布 されている。

12
堀端
遺跡 無台圷

ST5818図 一1

9C1/4
○ × 1.8 ○ 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 ○ ◎ ○ 十 △ × カリ長石は結晶表面部が微弱に溶融している。

13
地ノ上
遺跡

無台杯
SX30357図 一7

9C2/4
○ △ 09 ○ 十 十 十 十 十 十 △ 十 ○ ◎ △ 十 ○ ○

カリ長石および斜長石は溶融 してお り、結晶中央部が残存 してい

る。孔隙の周辺部には、鉱染状に微細不透明鉱物が分布する。

14 中

蓬是

跡

杯 SD645 △ × 1.9 十 十 十 十 十 十 十 △ △ △ △ 十 △ ×
石英や長石類は、シル トサイズのものが卓越する。カリ長石は結
晶表面部が微弱に溶融 している。試料表面部には幅0.03mm以 下
でセリサイトが塗布されている。

15
無台杯

(回転糸切)

SG55F(30-16)
9C2/4

△ △ α6 △ 十 十 十 十 十 十 十 十 ○ ○ ○ 十 △ △

カリ長石および斜長石は結晶表面部が溶融 している。孔隙の周辺

部には、微細不透明鉱物が分布 し、一部、これ と共生して針状～
板状の鉱物が晶出している。試料表面部には幅0.02mm以 下でセ
リサイ トが塗布されている。

量比 ◎ 多量 ○ 中量 △:少 量+:微 量 × なし 程度 ◎ 強い ○ 中程度 △:弱 い × なし

<

皿

}灘
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表2 蛍光X線 分析結果(化 学組成)

試料
番号

出土
遺跡 器種 部位 備 考 Sio2 Tio2 Al203 Fe203 MnO MgO CaO Na20 K20 P205 Ig.10SS 合計

16

蛇

崩

窯

跡

蓋 SQ1-OH層 実 測 68.33 1DO 20.53 3.14 OD1 1.01 0.34 073 1.83 0.02 3D6 100.00

17 有台圷 SQ1-KRP2実 測 64.50 079 21.45 5.36 OD1 1.18 0.28 α61 2.Ol 0.Ol 380 100.00

18 無台圷 SQI-EFRP95実 測Nα3 67.41 080 18.50 4.99 0.04 1.07 0.52 087 229 0.Ol 3.50 100.00

19 無台圷 SQI-F実 測Nα7 68.43 0.70 18.02 4.24 0.03 0.96 0.42 081 2.03 0.Ol 4.35 100.00

20 無台圷 SQI-FRP74実 測Nα13 70.59 081 17.27 4.50 0.01 0.87 0.26 081 2.14 0.00 2.74 100.00

21 無台圷 SQI-GHRPI20実 測Nα26 69.88 0.79 16.45 4.50 0.02 0.91 0.33 0.97 1.95 0.00 4.20 100.00

22 無台圷 SQI-EFRP250実 測Nα6 72.23 1.12 18.02 3.95 0.02 0.77 0.23 0.57 2.05 0.02 1.02 100.00

23 無台圷 SQI-EFRPI97 70.90 0.77 17.37 4.21 0.02 0.91 0.36 0.92 2.07 0.Ol 2.46 100.00

24 壷 SQI-P実 測Nα1 71.97 083 18.59 4.44 0.02 0.90 0.28 0.77 2.ll 0.Ol 0.08 100.00

25 壷 SQI-MRPI61実 測Nα3 71.92 0.78 17.72 4.21 0.01 0.83 0.29 085 2.05 0.Ol 1.33 100.00

26 甕 SQ1-PI層 実 測Nα10 73.81 0.77 16.58 4.21 0.02 0.85 0.34 0.94 2.38 0.Ol 0.09 100.00

27 甕(大 甕体部片) SQ1-PI層 実 測Nα33 72.40 0.75 17.89 4.05 0.04 0.91 0.68 0.99 2.17 0.02 0.10 100.00

28

加
賀
塚
遺
跡

圷(口 縁部) K51Hベ ル ト下 実 測 70.69 1.06 21.73 3.67 0.01 0.69 0.15 0.32 1.59 0.Ol 0.08 100.00

29 圷(口 縁部) K51Hベ ル ト下 実 測 64.78 1.05 25.78 4.62 0.02 0.98 0.14 0.44 2.09 0.02 0.08 100.00

30 圷(口 縁部) 70.02 1.09 19.53 3.23 0.01 0.70 0.10 0.27 1.32 0.Ol 3.72 100.00

31 圷(口 縁部) 64.30 1.07 24.16 3.95 0.02 0.91 0.14 0.37 2.17 0.03 288 100.00

32 i甕(体 部) 75.35 096 1836 227 0.Ol 0.67 020 058 1.51 0.Ol 0.08 100.00

33

今
泉
金
山
遺
跡

圷(口 縁部) 7575 1.18 1732 3.32 0.02 0.62 0.ll 0.30 131 0.Ol 0.06 100.00

34 圷(口 縁部) 実測 72.12 097 18.07 2.92 0.Ol 0.64 0.16 0.32 1.18 0.00 3.61 100.00

35 圷(口 縁部) 実測 68.33 1.05 2127 328 0.Ol 076 0.15 0.31 131 0.07 3.46 100.00

36 壷(体 部) 71.Ol 092 20.55 2.61 0.Ol 071 0.17 0.19 1.52 0.00 2.31 100.00

37 壷(赤 焼土器口縁部) 64.92 095 17.48 3.16 0.Ol 0.42 0.15 0.48 139 0.02 ll.02 100.00

38 堀端

遺
跡

無台圷 ST5818図 一129Cl/4 7121 096 1892 3.47 0.02 0.82 026 0.40 1.66 0.05 223 100.00

39 無台圷 ST5818図 一29Cl/4 64.87 1.19 24.18 3.39 0.Ol 094 0.16 0.35 2.02 029 2.60 100.00

40 無台圷 ST5818図 一99Cl/4 71.66 098 17.71 2.80 0.Ol 074 024 0.34 1.47 0.03 4.02 100.00

41 地
ノ
上
遺
跡

無台圷 SX30356図 一19C2/4 68.91 1.02 19.41 2.64 0.Ol 0.89 0.31 056 1.57 0.03 4.65 100.00

42 無台圷 SX30356図 一59C2/4 71.39 085 18.72 2.37 0.02 076 0.30 0.47 1.45 0.03 3.64 100.00

43 無台圷 SX30356図 一89C2/4 6854 097 20.13 421 0.02 1.06 0.18 0.41 1.64 0.07 277 100.00

44

中
落
合
遺跡

稜腕(口 縁部) SD645実 測9Cl/4 71.16 1.03 17.59 4.15 0.Ol 092 024 0.63 1.61 0.03 2.63 100.00

45 稜腕(口 縁部) SX784F実 測9Cl/4 71.14 0.84 19.64 3.14 0.02 1.31 0.47 1.07 2.07 0.04 0.26 100.00

46 無台圷(ヘ ラ切底部) SX784FgCl/4 66.58 0.99 24.06 2.95 0.01 0.68 0.24 0.88 2.69 0.04 0.88 100.00

47 無台j不(回転糸切) SG55F(30-16)実 測9C2/4 67.63 1.11 21.22 3.97 0.01 0.83 0.17 0.48 1.78 0.07 2.73 100.00

48 無台j不(回転糸切) SG55F(30-15)実 測9C2/4 71.11 1.04 19.26 3.29 0.01 0.66 0.13 0.27 1.33 0.06 2.84 100.00

49 甕(体 部) SB170EBI3F 70.06 0.94 20.06 5.43 0.04 0.81 0.57 0.49 1.49 0.04 0.07 100.00

*単 位は重量%
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2蛇 崩窯跡出土炭化材の樹種同定

東北芸術工科大学大学院 小林克也

Aは じ め に

ここでは、蛇崩窯跡で使用 されていた燃料材の一端について知るために、出土炭化材の樹種

同定 と、直径の復元も試みる。それによって燃料材の選択基準などについて、分析 を行った。 試 料 の 選 定

B試 料

蛇崩窯跡の窯体内Jよ り出土 した炭化材2点 、燃焼部K-Lか ら一括 して出土 した炭化材か

ら任意に選出 した試料10点 、前庭部より出土 した炭化材15点 、SK99よ り出土 した炭化材 分 析 の 種 類

表3蛇 崩窯跡の樹種同定 ・直径計測結果

No. 出土地点 直径(cm) 残存率 樹種

1 SQ-1J 1 100% コナラ節

2 SQ-1J 3 10% コナラ節

3 SQ-1K-L 9 5% コナラ節

4 SQ-1K-L 9 5% コナラ節

5 SQ-1K-L 10 5% コナラ節

6 SQ-1K-L 8 10% コナラ節

7 SQ-1K-L 9 10% コナラ節

8 SQ-1K-L 9 5% コナラ節

9 SQ-1K-L 9 5% コナラ節

10 SQ-1K-L 9 5% コナラ節

11 SQ-1K-L 9 5% コナラ節

12 SQ-1K-L 9 5% コナラ節

13 SQ-1Mベ ル ト × × コナラ節

14 SQ-1Mベ ル ト × × コナラ節

15 SQ-1M 10 5% コナラ節

16 SQ-1M 10 5% コナラ節

17 SQ-1M 6 5% コナラ節

18 SQ-1M 5 5% コナラ節

19 SQ-1M 6 5% コナラ節

20 SQ-1M 5 5% コナラ節

21 SQ-1M 7 5% コナラ節

22 SQ-1P 8 5% コナラ節

23 SQ-1P 3 10% コナラ節

24 SQ-1P × × コナラ節

25 SQ-1P 5 5% コナラ節

26 SQ-1P × × コナラ節

27 SQ-1P × × コナラ節

28 SK99 × × コナラ節

29 SK99 × × コナラ節

30 SK99F2層 × × コナラ節

3点 を対 象 と し た。 そ れ に便 宜 上 の 遺 物No.を

つ け 、 分析 した。

C分 析 方 法

・樹種同定方法

炭化材の木口面 ・柾 目面 ・板 目面の割断面 を

作成 し、試料台にカーボ ンテープで固定 した後

に金蒸着 を施 し、走査型電子顕微鏡で観察 と写

真撮影 を行った。

・直径復元方法

直径1cmご とに同心円を描いて作成 した直径

計測表に、炭化材の年輪や外径などをあてがっ

て、直径 と残存率 を求めた。

る。 よって、コナラ節のみを使 って操業されていた、

点数が増加することによって、その他の樹種なども見 られて くる可能性 はある。

以下に同定根拠 とした材組織を記載し、材の三方向の組織写真を提示する。

ブナ科 コナラ属 コナラ節

環孔材で大道管が1～2列 並び、そこか ら径 を減 じた小道管が火炎状 に配列 してゆく。単穿

D結 果

各試料の同定結果 と直径の計測結果 は、一覧

にして表3に 示 した。

・樹種

樹種 は、全試料 ともコナラ節 と同定した。今

回の同定では、窯の操業にコナラ節を使用 して

操業 を行っていた事は確認 されたが、対象試料

が少 ないために試料 に偏 りが出た可能性 もあ

とは一概 には言 えない。そのため、試料

同 定 結 果
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試料の直径復元

構築材の可能性

孔を持ち、放射組織は同性で、単列のものと複合組織のものからなる。

・直径の復元

分析試料の直径の復元結果は、第32図 に記 したとお りである。燃焼部K-Lの 試料は、樹種

も同 じで直径 も同 じくらいの太 さの所に集 まっているため、同一個体である可能性が高い、 と

考えられる。窯体内Jの 直径lcmの 試料 は細枝 と見られ、材の先端 を斜めに2回 切断している。

窯壁や天井の構築材 として使われていた可能性がある。

SK-99よ り出土 した炭化材片は、直径の計測が出来なかったため、その用途については

不明のままである。

今回の直径の計測は、ほとん どの試料が残存率5%程 度で、かつ被熱による細胞組織の変形

も激しいため、復元値の信頼性は低い。今回の直径の復元は、その燃料材の最小の直径である、

という事が言える。
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V[考 察 とまとめ

1窯 の構造 と焼成回数

今回調査された蛇崩窯跡1号 窯の特徴 をまとめるにあたって、周辺諸窯及び県内で調査 され

た窯跡について若干の集成 を行い、本窯跡 との比較検討を試みる。なお、加賀塚遺跡の調査内

容 と出土遺物については、本章2節 で詳述する。

本遺跡がある置賜地方では、以下の8遺 跡の調査が行われている。 置賜地方の窯跡

加賀塚遺跡

大神窯跡

梨郷平野窯跡

壇山窯跡

合津窯跡

木和田窯跡

味噌根窯跡

高安窯跡

長井市

米沢市

南陽市

川西町

高畠町

米沢市

高畠町

高畠町

半地下式9世 紀第3四 半期

半地下式9世 紀第1四 半期

半地下式8世 紀第4四 半期

半地下式8世 紀第4四 半期

半地下式8世 紀第3四 半期

地下式8世 紀第2四 半期

半地下式8世 紀第1四 半期

地下式7世 紀第4四 半期

基

基

基

基

基

基

基

基

1

1

1

1

2

1

2

3 業兼陶瓦

窯

窯

窯

窯

窯

窯

窯

よ

器

器

器

器

藩

器

器

烈

宙
心

宙
心

宙
心

宙
心

宙
仙

宙
心

宙
心

旦
』v

須

須

須

須

須

須

須

2

上記8遺 跡12窯 の構i造は、地下式である木和田窯跡、高安窯跡の2遺 跡4窯 を除いて全て

半地下式である。半地下式の構造を持つ窯は現在 までの調査例で23遺 跡60窯 跡 を数える。削

平等で詳細が不明な窯跡は、2遺 跡14窯 であるが、同 じ遺跡で検出された窯の構造や遺構の

残存部位の状態等か ら、半地下式 と判断される。山形県内でも古代前半期には地下式が作 ら

れるが、それ も希少で主体 を占めるには至 らず、生産体制が本格化する9世 紀以降に半地下式

が卓越するのは、全国的な動向と合致するものである。本遺跡 もこの中にあって、例外な く半

地下式の構造を示すものである。同時期の窯跡 と比較するため、まとまった調査例がある酒田

市(旧 平田町)山 海窯跡群の様相を見てみる。9世 紀第3四 半期に位置付けられる窯跡は、調

査された16基 中12基 である。いずれも半地下天井架構式 と考えられる。平面形は、焼成部が

膨 らむ もの も見 られるが、焼成部境か ら排煙部までほぼ変化無 く、長方形 を呈するものが多

い。規模 は、窯体実長で最短360cmか ら最長900cmま で開きがあるが、700cm前 後を占める

ものが最 も多 く、平均では720cm程 である。また、焼成部実長の平均 は590cm、 燃焼部長は

100cm、 最大幅137cmで ある。蛇崩窯跡1次 窯では、削平により窯体実長は推定660cm、 焼

成部実長は460cm、 最大幅は130cmで ある。平均的なサイズ よりやや小振 りであり、最終時

にはさらに小型化することがわかる。一方で蛇崩窯同様に焼成部が膨 らむタイプの窯は、窯

体実長が700cmに 満たないものが多 く、焼成する内容 も含めての詳細な検討 も必要であろう。

焼成部の床傾斜 は、200～32。 あ り、平均傾斜 は270程 である。蛇崩窯は180程 なので山海窯

跡群に比べるとかな り緩いことが分かる。また、舟底状 ピットも構造上の特徴 として捉えられ

るが、山海窯跡で認め られるのは5基 についてのみであり、全体の三分の一一に満たない。 さら

に、山海窯跡ではほぼ例外な く焚口に石組が設けられるが、蛇崩窯には認められない。

窯の焼成回数には直結 しないものの、山海窯跡群の側壁は2枚 が最 も多 く、蛇崩窯 と同様 な

地 下 式 の 窯

山 海 窯 跡

群 の 構 造

焚 ロ の 構 造
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小松原窯跡3号

『長 井 市 史 』

加 賀 塚 ・ 金

山 古 窯 趾 群

成島焼和久井窯

結果が得 られる。窯の再構築 に関しては、当初の焚口を焼成境近 くまで上げて、焼成部を短 く

した類例は、山形市小松原窯跡3号 窯などにも見 られる。

以上のように、窯構造の差異は時期的な差か ら生 じることも当然であるが、同時期でも細か

な差異は認められ、これを地域的な差、あるいは需要による生産体制の差、技術系譜の差など

多方面か らの検討が課題となる。

2加 賀塚窯跡 と金山窯跡の須恵器

蛇崩窯跡がある今泉の八ヶ森一帯 には、かって多量の須恵器が出土 したという地点が幾つか

点在 し、このうち加賀塚遺跡や今泉金山遺跡では小規模 なが ら発掘調査が実施されている。

このうち、加賀塚遺跡は長井市今泉、河井地区の真南700mの 水田の中にあ り、塚状 になっ

ていた。遺跡が水 田の圃場整備事業 にかかるため、昭和51年 に緊急発掘調査が行われ、その

後掘削されて水 田となった。『長井市史』の記述に添って遺跡の調査の概要を紹介する。

「塚の形状は一見四角にみえるが正確 な実測によれば五角形である。周 りの水田耕作のため

に削 りとられこのような形状 となったと思われる。塚の高さは1.3m、 中央に桜の中木がある。

土地の人びとは加賀から移 り住んだ陶工の墓 とい うし、その屋敷跡という言い伝えもある。東

側はいわゆる東山のつづ きで白鷹山塊 である。 山裾 までの距離が150mで 水田までの傾斜 は

4～5度 である。

検出 した遺構 は東西方向の窯跡1基 とその下の古い窯跡1基 である。窯は幅lm、 長さ5m

の半地下式の登 り窯である。東側は多 く削 りとられ、煙道は確認で きない。窯の傾斜 は25度

である。外にピッ ト4、灰場 は窯の側 に二箇所である。年代 は平安後期である。

遺物は大量の杯 と甕 と壷である。

(中略)

また、加賀塚の南東の金山地内の西斜面に3基 の窯跡を発見するが、 これらは合せて加賀

塚 ・金山古窯趾群 と考えるべ きものである。」

昭和51年 に実施 された加賀塚窯跡の発掘調査の報告書は、諸般の事情があって刊行 されな

いままになっている。幸い、加賀塚窯跡から出土 した遺物の大半が長井市古代の丘資料館に展

示保管されているため、今回加賀塚窯跡の主な遺物(須 恵器杯19点 、同有台皿3点 、壷2点 、

甕5点)と 今泉金山遺跡の遺物(須 恵器杯3点)を お借 りして実測図を作成することができた

(第33～35図)。 また、今泉地区で成島焼和久井窯を製作 されている和久井仁泉氏が、以前加

賀塚周辺で採集 された須恵器 もお借 りして、接合復元の うえ土器の実測 と採拓 を行 った(第

36～38図)。

一方、発掘調査の図面についても、調査者の一人である平吹利数氏か ら調査 区略図や窯跡の

断面図、遺物の出土状況等の資料の提供をいただ き、その概略を把握することができた。本節

では、その内容 を報告する。

加賀塚遺跡の窯跡 とその北側からは、須恵器の無台杯、有台杯、有台皿、壷、甕等が出土 し

ている。合計の破片数は7,611片 を数え、その内識別できた器種毎の内訳は、須恵器の無台圷

1,072、有台杯45、 有台皿32、 壺 ・甕類236と なっている。

須恵器の無台杯は、底部の切 り離 しがほとんど回転糸切 り無調整である。口径に比 して底径
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がやや大 きく、体部がやや丸みをもって外反するもの(第33図166～167)と 、口径 に比 し

て底径がやや小 さく、体部が直線的に立ち上が り口縁部がやや外反するもの(第12図169～

176、 第34図177～180)と がある。前者は、後者 に比べ器高がやや低い。

有台杯は、無台杯 に比べて量が少ない。底部の切 り離 しは、回転糸切 り無調整である。器

高が高 く小 さ目の底部か ら体部が丸みをもって立ち上がるもの(第33図162)と 、やや広め

の底部から体部が直線的に立ち上がるもの(同 図163)が ある。162は 焼成時の歪みがあるが、

口径が約158mm、 器高が61mmを 測る。163は 口径が162mm、 器高が70mmを 測る。

須恵器の皿は、底部の切 り離 しが回転糸切 り無調整で、器高が低 く、体部が大 きく外反 し、

口唇部が外側に屈曲するもの(第34図184～186)で ある。

壷 は、長い口縁部が直立ののち外反 し体部上半 に最大径をもつ長頸壷(第34図187)と 、

やや長い口縁部が直立ののち外反 し体部上半が強 く張 り出す小型の長頸壷((第34図188)、

短い口縁部が直立し体部が丸みをもつ短頸壷(第35図191)の 三種がある。187は 体部 と頸部

の接合部分に断面が半円状の凸帯が巡る長頸壷で、口縁がやや折縁気味になっている。底部の

切 り離 しはナデ調整のため不明である。188は 環状の凸帯が巡 らない小型の長頸壷で、高台が

付 く。底部の切 り離 しが回転糸切 りで、周辺にはナデ調整が施 されている。191は 体部外面に

タタキ目とナデ調整が施 されている。

甕 は、口縁部が外反 し丸みを もつ体部の中位に最大径を もつ もの(第35図192)と 、口

縁部が直立ののち外反 し体部上半に最大径をもつ もの(第35図190・193)と の二種がある。

192は 口縁部端が突帯を呈 し、体部下半がタタキ整形ののちヘラ削 り調整がなされている。第

14図189は 小型の甕であるが、口縁部の形態等は192と 類似する。190は 口縁部が直立ののち

外反するもので、体部外面全体にタタキ 目、内面 に楕円形のアテ痕が施 されている。口径が

210mm、 器高は415mmを 測る。193は 口縁部が192と190の 中間的な形態をもつもので、体

部下半がタタキ整形ののちヘラ削 り調整がなされている。

加賀塚遺跡の発掘調査で出土 した須恵器は、無台の圷 をとってみて も幾つかのタイプがあ り、

時間的な差をみて とれる。 この うち、K6・71の ピット中から出土 した資料が、時期的なまと

まりを持 っていると思われるので、 もう少 し詳 しくみてみよう。

K6・71の ピットか らは、器高が高 くやや小さい底部 をもち、体部が直線的に外反する有台

杯(162)と 、口径 に比 して底径がやや小さ く、体部が直線的に立ち上が り口縁部がやや外反

する無台圷(171・173～176)、 器高が低 く、体部が大 きく外反 し口唇部が外側 に屈曲する有

台皿(184)、 短い口縁部が直立 し体部が丸みをもつ短頸壷(191)、 口縁部が外反 し丸みをも

つ体部の中位に最大径をもつ中型甕(192)、 口縁部が直立ののち外反し体部上半に最大径 をも

つ中型甕(193)が 出土している。無台杯の法量は、口径が148mm前 後、底径が58mm前 後、

器高が42mm前 後を測る。

これらの須恵器は、酒田市(旧 平田町)の 山海窯跡群SQ3窯 跡の土器群 と、器種組成や調

整技法等 において強い共通性 を有する。山海窯跡群SQ3窯 跡の土器群の時期は、平安時代前

半9世 紀第3四 半期頃と推定されてお り、加賀塚窯跡K6・71の ピット内の一・括土器群の時期

も同じ頃と考えられる。一方、加賀塚窯跡の土器群の中でも、146mm前 後の口径に比 して底

径が62mm前 後 とやや大 きく、40mm前 後 と器高の低い体部がやや丸みをもって外反する無

回 転 糸 切

り 無 調 整

環状突帯長頸壷

ヘ ラ 削 り調 整

第

期

紀

半

世

四

q
)
3
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台杯(166～167)や 、やや広めの底部から体部が直線的に立ち上がる有台杯(163)は 、一段

階古い様相をもっていると思われる。

さらに、今泉金山遺跡出土の須恵器無台杯(第34図181・183)は 、140mm前 後の口径に

比 して底径が54～55mmと 小さく、器高が45mm前 後 と高 くなる。また、須恵器 自体の調整

や焼成が退化 している様相 もうかがえる。これ らの土器群は、加賀塚窯跡K6・71の ピッ ト内

の一括土器群 よりは時期が新 しく、9世 紀でも第4四 半期 にまで下る可能性を有する。

最後に、加賀塚窯跡 について もう一一つ別の資料 を紹介する(第36～38図)。 長井市今泉で

成島焼和久井窯を経営する和久井仁泉氏 とその子息和久井修氏が、加賀塚遺跡で採集された須

恵器を、今 回(財)山 形県埋蔵文化財セ ンターが借用 し、実測 ・拓影に図化 した ものである。

当初資料をお借 りした時は、ほぼ同じ場所から採集 したという和久井修氏の話もあって、須恵

器の大甕の1、2個 体分か と思われたが、洗浄や復元をしている中で、須恵器杯 を始めかなり

の個体が含 まれていることがわかった。

第36図194と195は 須恵器蓋の口縁部である。194口 縁端の内側に向けた折 り返 しの屈曲

が著 しい。197は 有台圷の底部か ら台部 にかけての破片で、底部の切 り離 しは不明であるが、

体部下半の立ち上が りがかなり直線的なところか らヘ ラ切 り離 しの可能性 もある。

第36図197～203は 、須恵器の無台杯である。197は 底部の切 り離 しがヘ ラ切 りで、口径

と底径が大 きい。198～203は 、底部の切 り離 しが回転糸切 りによるものである。全体的に口

径 に比 して底径が小 さ く、器高がやや高い。200と202は 体部の立ち上が りがやや直線的で、

断面が逆台形 を呈する。203は体部外面のロクロ痕の凹凸は著 しい。204は無台の皿の底部片で、

底部は糸切 り離しののちヘラ削 り調整が施 されている。

第36図205～208は 、須恵器の壷である。206は 短頸壷の口縁部片で、口縁部がほぼ直立し、

肩部が張 り出す。体部外面に条線状の叩 き目が施され、体部内面に一部青海波状のアテ痕が認

められる。そのほかはいずれ も壷の体部片 と思われるもので、内外面のロクロ調整痕がみ られ

る。207と208に は、外面に一・部条線状の叩 き目、内面にヘラミガキの調整痕が認められる。

第37図209～216お よび第38図217～219は 、須恵器の甕である。209は 口縁部が外反し、

体部が直線的に立ち上がる甕の口縁部片で、外面全面に条線状の叩き目、内面にロクロとヘラ

ミガキの調整痕が認め られる。210は 大型甕の肩部片で、外面 に条線状の叩 き目、内面の格子

目および青海波状のアテ痕が認められる。

211は 口縁部が外反し、体部中位に最大径をもつ と思われる大型甕の口縁部片である。口縁

端が大きく外側 に屈曲し、口縁部外面に二段の櫛描 き波状文、肩部内面に青海波状のアテ痕が

施 されている。212は 口縁部が大きく外反する大型甕の破片で、口縁端 に一一ないし二段の櫛描

き波状文が施されている。214は 口縁部がほぼ直立ののち口縁端がやや外反す る中型の甕の口

縁部片である。第38図218は 口縁部が外反 し、体部中位 に最大径をもつ と思われる大型甕の

肩部片で、外面に条線状の叩 き目、内面に条線状のアテ痕がみられる。そのほかの大型甕の体

部片には、外面に条線状の叩 き目、内面に青海波状ない し条線状のアテ痕がみ られる。第38

図220は 土師器の甕の底部片 と思われるもので、内外面とも火熱 を受けて損耗 している。

和久井氏が採集されたこれ らの須恵器は、多 くが火熱を受け歪みもみ られることから窯場な

いし灰原の製品と考えられる。 しかし年代的にはかな りの幅を認めざるを得 ない。口径 と底径
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が大 きくヘラ切 り離 しの無台杯や口縁部外面に二段の櫛描 き波状文をもつ大型甕は、8世 紀末8世 紀末～9世

紀第1四 半期な
いし9世 紀第1四 半期 まで時期が遡ると思われる。また底部の切 り離 しが回転糸切 りによる

須恵器の無台杯についても、大半が平安時代9世 紀後半に属するとはいえ、詳細 に器形や調整

技法を検討すると、幾つかの時期差が認め られるようである。加賀塚窯跡周辺には、先に報告

をした平安時代9世 紀第3四 半期以外に、その前後の時期に須恵器 を焼成 した窯跡があり、全

体 としてある程度長期にわたる操業が行われていたと考えられる。

3土 器群の様相 と編年的位置

蛇崩窯跡か ら出土 した土器群の器種構 成

は、蓋 ・有台杯 ・無台杯 ・有台皿 ・鉢 ・長頸

瓶 ・短頸壷 ・甕 ・横瓶である。長頸瓶 ・鉢 に

ついてはわずかに認め られる程度で、蓋 ・有

台杯 ・有台皿に して も数的 には少量である。

焼成の主体 を成すのは、無台圷 と壷 ・甕類で

ある。無台杯 の底部切離 しは、回転糸切 りに 回 転 糸 切 り

集約 される。これは有台杯 ・有台皿について

も同様である。若干認め られるヘラ切 りの無

台杯 と横瓶 は他の場所か らの搬入品と考えら

れる。無台圷 には、体部の開 きが小 さく、逆

台形状 を呈す る もの(A類:40・45・53)、

体部の開 きが大 きく器高が低 くなるもの(B

類:37・38・39他)、 体部 の傾 きが より大 き

くな り皿状 に身が浅 くなるもの(C類:60・

61)な どが見 られる。 中で もB類 が卓越 し、

A・C類 は少数認め られるに過 ぎない。B類

にはさらに口縁部形態において、直線的に延

びるもの と外反するもの とが認め られる。後

者の外反す るタイプは、全体の2割 に満たな

いものであるが、加賀塚遺跡出土の無台杯で

は、ほとんどが外反するタイプである。口径

では135～140mmに ピークがあ り、130mm

と144mmの ものが定量認め られ る。底径 は

概ね60～64mmに 納 まるが、68～70mmの

ものも若干見られる。器高指数(器 高 ÷口径 ×

100)で は、ばらつ きが見 られるものの25～

35の 中にまとまりがあ り、底径指数では(底

径 ÷口径 ×100)45～50に まとまりがある。

加賀塚遺跡、今泉金山遺跡出土無台杯の指数
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を比較すると、器高指数には大 きな違いは認

められないが、底径指数では蛇崩窯跡 に比べ

40～45に ピークが求め られる。つま り、口

径 に対する器高の比率 には差異が見 られない

が、口径 に対する底径の比率では明 らかに蛇

崩窯跡の方が大 きい ことが認められ、底径が

小型化する傾向がうかがえる。比較資料の数

は限 られるが、今泉金山遺跡 出土の無台杯 に

おいても前節で述べた様に、底径の小型化 は

一層進み、新 しい様相が加わっていると判断

される。
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壷類においては、長頸瓶が皆無に近 く、代わって外面をタタキ ・ロクロナデ ・ケズリの調整

が施された短頸長胴の壷が特徴的に見 られる。甕類では口縁部のバリエーションが多岐にわた

るもものの、大甕は少な く、中・小型甕が主体 を成す と考えられる。底部は平底が主流で、多

くはタタキの痕跡を留める。タタキには格子状の特徴ある一群 も認め られる。

置賜地方において、 これ らと類似する土器群を生産 した窯跡は、現在のところ隣接する加賀

塚遺跡のみである。類例 を求めて村 山地方及び庄内地方の窯跡出土の資料 と比較を試みたとこ

ろ、杯 ・皿類が回転糸 きり無調整であ り、底径がやや小型化の傾向にあること。蓋、有台杯が

減少すること。有台皿の生産。法量の類似な どから、寒河江市平野山古窯跡群第12地 点SQ

33の 土器群 と後続する大江町藤田窯跡1号 窯の資料、あるいは酒田市 山海窯跡群3号 窯の資

料に共通性が看取できる。当該時期の調査例は多いとは言えず、検討資料 も量的に十分なもの

ではないが、現時点では9世 紀第3四 半期 と考えたい。なお、加賀塚遺跡 と今泉金山遺跡との

関連では、蛇崩窯 とほぼ同時期 と考えられるが、加賀塚遺跡が若干新 しい要素を持ち合わせて

いることと、今泉金山遺跡が9世 紀第4四 半期に入る可能性があることを付記 しておく。

4消 費地との関連

蛇崩窯跡に関連 して平安時代の長井市内の遺跡か ら出土 している須恵器について少 し様子を

堀 切 遺 跡 みてみよう。長井市教育委員会が発掘調査を実施 した長井市館町の堀切遺跡の3号 住居跡か ら

は、底部を欠損 しているが有台圷の稜椀 とヘラ切 りの有台杯底部、宝珠形のつまみをもち器高

の高い蓋、口縁が 「く」の字形を呈する土師器の長胴甕等が出土 している。これは奈良時代末

から平安時代9世 紀第1四 半期頃のもの と考え られる。同 じ頃のもの として(財)山 形県埋蔵

文化財センターが発掘調査を行った堀端遺跡のST58住 居跡の土器群がある。土器には須恵

器有台杯 ・稜椀 ・無台杯 ・蓋 ・甕 ・壷、土師器無台杯 ・双耳杯 ・甕、黒色土器無台杯 ・鉢等多

地 ノ 上 遺 跡 様な器種が出土してお り、時期を9世 紀初頭に想定 している。堀端遺跡に隣接する地ノ上遺跡

ST774住 居跡の土器群 もほぼ同様 な時期である。同じく県埋蔵文化財センターが発掘調査を

行った小山遺跡のST101か らは、底部の切 り離 しが回転糸切 りで、口径に比 して底径が大 き

い須恵器有台杯等が出土している。小 山遺跡の他の5棟 の住居跡からは須恵器無台杯 ・甕 ・壷、

土師器無台杯 ・甕、黒色土器無台杯、赤焼土器無台杯 ・甕等が出土 してお り、時期は平安時代
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9世 紀後半頃と推定 されている。長井市教育委員会が調査を実施 した南台遺跡の1号 ・2号 住

居跡からは須恵器甕の破片が出土 してお り、時期 は9世 紀代 と想定 されている。
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表4出 土遺物観察表(1)

物
号

遺
番

出土地点 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 内面調整 外面調整 底部切離 胎土 焼成

1 SQ1 0 須恵器 蓋 6.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 緻密 硬質

2 SQ1 P 須恵器 蓋(136) 6.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 緻密 硬質

3 SQ1 M 須恵器 蓋 136 5ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

4 SQ1 0 須恵器 蓋 128 6ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

5 SQ1 M 須恵器 蓋 136 5ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

6 SQ1 舟底ピット 須恵器 蓋 132 6ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

7 SQ1 P 須 恵器 蓋(136) 6ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

8 SQ1 P 須恵器 蓋 5ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

9 SQ1 N 須恵器 蓋 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

10 SQ1 N 須恵器 蓋 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

11 SQ1 0 須恵器 蓋 5ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

12 SQ1 0 須恵器 蓋 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 軟質

13 SX98 須恵器 蓋 5ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

14 SQ1 N 須恵器 有 台」不(120)(74)53 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

15 SQ1 M 須恵器 有台圷 80 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

16 SQ1 N 須恵器 有台杯 83 4.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

17 SQ1 0 須恵器 有台」不 (76) 5.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

18 SQ1 P 須恵器 有台圷 (80) 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

19 SQ1 NP 須恵器 有台」不 76 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 粗砂混 硬質

20 SK99 須恵器 有台」不 68 5.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

21 SX98 須恵器 有台杯 76 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

22 SQ1 P 須恵器 有台」不 5ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

23 SQ1 0 須 恵器 有台」不140 5ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

24 SQ1 P 須恵器 双耳杯 9 ケズ リ 緻密 硬質

25 SQ1 0 須恵器 有台皿(138)(60)30 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

26 SQ1 M 須恵器 有台皿 (56)25 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

27 SQ1 FG 須恵器 有 台皿(136) 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

28 SQ1 P 須恵器 有台皿(134)67 255ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

29 SQ1 0 須 恵器 有台皿(128) 6ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

30 SQ1 P 須恵器 有 台皿(126) 6ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 軟質

31 SQ1 0 須恵器 有台皿 (58) 6ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

32 SQ1 K 須恵器 有台皿 (59) 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

33 SQ1 0 須恵器 有 台皿(124) 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

34 C.5 須恵器 有台皿 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

35 SQ1 E 須恵器 無台杯(140)64 474.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

36 SQ1 E 須恵器 無台」不(141)60 424ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

37 SQ1 E 須 恵器 無台」不14464 395ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

38 SQ1 E 須恵器 無台」不14064 414.7ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

39 SQ1 E 須恵器 無台」不(156)60 446ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 粗砂混 硬質

40 SQ1 F 須恵器 無台杯13874 475ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

41 SQ1 F 須恵器 無台」不13864 494.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

42 SQ1 E 須 恵器 無台」不14064 425ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

43 SQ1 F 須恵器 無台杯13064 415ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

44 SQ1 F 須恵器 無台」不13566 404ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

45 SQ1 F 須 恵器 無台」不11658 464ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

46 SQ1 F 須恵器 無台」不14066 375ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

47 SQ1 F 須恵器 無台」不13568 405ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

48 SQ1 F 須恵器 無台杯13566 405ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

49 SQ1 EFG 須恵器 無台」不13970 405ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

50 SQ1 HK 須恵器 無台」不13264 435ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

51 SQ1 K 須恵器 無台杯14570 424.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

52 SQ1 G 須恵器 無台」不14664 405ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

53 SQ1 1 須 恵器 無台」不13060 444ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

54 SQ1 G 須恵器 無台杯14060 393.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

55 SQ1 L 須恵器 無台」不13760 474ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

56 SQ1 G 須 恵器 無台」不13066 414ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質
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表5出 土遺物観察表(2)

物
号

遺
番

出土地点 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 内面調整 外面調整 底部切離 胎土 焼成

57 SQ1 F 須 恵器 無 台j不14466475ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

58 SQ1 GKL 須 恵器 無 台杯1366851 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

59 SQ1 K 須 恵器 無 台」不(140)(64)424ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 粗砂混 硬質

60 SQ1 GH 須 恵器 無 台杯(142)63325ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

61 SQ1 P 須 恵器 無 台杯(158)(68)345ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

62 SQ1 0 須恵器 無台j不 (84) 4ロ クロナデ ロクロナデ ヘラ切 緻密 硬質

63 SQ1 N 須恵器 無台杯 (66) 4ロ クロナデ ロクロナデ ヘラ切 緻密 硬質

64 灰原 N 須 恵器 無 台」不(128)64465ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

65 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台j不144 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

66 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台杯(140)(62)36.54ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

67 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台」不 (62) 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

68 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台j不(124)(66)426ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

69 SQ1 舟底ピット 須恵器 無台杯 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

70 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台」不 5ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

71 SQ1 舟底ピット 須恵器 無台杯 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

72 SQ1 舟底ピット 須恵器 無台杯 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

73 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台j不 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

74 SQ1 舟底ピット 須恵器 無台杯 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

75 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台」不 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

76 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台j不 5ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

77 SQ1 舟底ピット 須恵器 無台杯 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 軟質

78 SQ1 舟底 ピッ ト 須 恵器 無 台」不 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

79 SQ1 舟底ピット 須恵器 無台杯 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

80 SK77 須恵器 無台杯 64 5.8ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

81 SK77 須恵器 無台j不 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

82 SX98 須恵器 無台杯 66 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

83 SK99 須恵器 無台」不 60 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

84 SK99 須恵器 無台j不 70 4.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ ヘラ切 細砂混 硬質

85 SK99 須恵器 無台杯 (34)4.2ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 緻密 硬質

86 SK99 須恵器 無台」不 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

87 SK99 須恵器 無台j不 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

88 SK99 須恵器 無台杯 3ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

89SX104 須 恵器 無 台」不14070475ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 軟質

90SX104 須恵器 無台杯 5ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

91SX104 須恵器 無台杯 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

92SX104 須恵器 無台j不 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

93 灰原 0 須恵器 長頸瓶 6ロ クロナデ カキメ 線刻 細砂混 硬質

94 G-4 須 恵器 広 口壷(188) 8ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

95 SQ1 0 須恵器 広口壷 5.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 硬質

96 SQ1 0 須恵器 広口壷 (21)5.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 硬質

97 G-4 須恵器 広口壷 6ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

98 SQ1 M 須恵器 広口壷 6.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 緻密 硬質

99 G-4 須恵器 広口壷 5ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

100 SQ1 M 須恵器 壷 10ロ クロナデ タタキ 緻密 硬質

101 SQ1 ONP 須恵器 壷 4カ キメ ハ ケメ タ タキ 緻密 硬質

102 SQ1 0 須恵器 鉢 189 5カ キメ ロクロナデ 細砂混 硬質

103 SQ1 N 須恵器 壷 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

104 SQ1 舟底ピット 須恵器 壷
カキメ ケズ リ7カキメ ハ ケメ

タタキ
緻密 硬質

105 SQ1 OMN 須恵器 壷 (134)9.5ハ ケ メ ケズ リ 細砂混 硬質

106 SQ1 PGJ 須恵器 壷 7.0ハ ケ メ タタキ ケズ リ 細砂混 硬質

107 SQ1 G 須恵器 壷 9カ キメ カキメ 細砂混 硬質

108灰 原 M 須恵器 壷 120 10ハ ケ メ タタキ 緻密 硬質

109 SQ1 0 須恵器 長胴甕 5.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 粗砂混 硬質

110灰 原 須恵器 壷 4.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 硬質

111 SQ1 0 須恵器 壷 9ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質
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表6出 土遺物観察表(3)

物
号

遺
番

出土地点 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 内面調整 外面調整 底部切離 胎土 焼成

112 SQ1 0 須恵器 壷 8.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 粗砂混 硬質

113 SQ1 P 須恵器 壷 11ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 硬質

114灰 原 須恵器 壷 22ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

115灰 原 須恵器 壷 11ロ ク ロ ナ デ カキメ 粗砂混 硬質

116 SQ1 H 須恵器 甕 440 13ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

117 SQ1 L 須恵器 甕 364 8ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

118 SQ1 J 須恵器 甕 220 9ロ クロナデ ハ ケメ タタキ 粗砂混 硬質

119 SQ1 F 須恵器 甕 370 12ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

120 SQ1 G 須恵器 甕 13ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

121 SQ1 K 須恵器 甕 9ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

122 SQ1 M 須恵器 甕 10ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

123 SQ1 船底ピット 須恵器 甕 53.813ハ ケ メ タ タキ カキ メ 粗砂混 硬質

124灰 原 須恵器 甕 5ロ クロナデ ロクロナデ 粗砂混 硬質

125 SQ1 0 須恵器 甕 6ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

126灰 原 須恵器 甕 9ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

127 SQ1 0 須恵器 甕 7ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

128 SQ1 1 須恵器 甕 206 (33)7.6ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 硬質

129 SQ1 EF 須恵器 甕 200 788.5ロ ク ロ ナ デ タタキ 細砂混 硬質

130灰 原 須恵器 甕 199 8ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

131 SQ1 OP 須恵器 甕 196 6.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 硬質

132 SQ1 PNM 須恵器 甕 294 8ロ クロナデ タタキ 緻密 硬質

133 SQ1 P 須恵器 甕 10ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

134 SQ1 P 須恵器 甕 8ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

135SK99 須恵器 甕 10ロ クロナデ タタキ 細砂混 硬質

136灰 原 須恵器 甕 12ロ クロナデ タ タキ 細砂混 硬質

137 SQ1 P 須恵器 甕 11ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 細砂混 硬質

138 SQ1 J 須恵器 甕 11ア テ タ タキ 細砂混 硬質

139灰 原 M 須恵器 甕 8ア テ タ タキ 粗砂混 硬質

140 SQ1 K 須恵器 甕 8ア テ タタキ 細砂混 硬質

141 灰原 N 須恵器 甕 8ハ ケメ アテ タ タキ 細砂混 硬質

142 SQ1 P 須恵器 甕 144 14 タ タキ 緻密 硬質

143 SQ1 H 須恵器 甕 (164)(53)11ロ ク ロ ナ デ タタキ 細砂混 硬質

144 SQ1 M 須恵器 甕 146 10ハ ケメ アテ ハ ケメ タタキ 緻密 硬質

145 SQ1 K 須恵器 甕 153(121)12ア テ タタキ 細砂混 硬質

146 SQ1 船底ピット 須恵器 甕 12ア テ ハ ケメ タタキ 細砂混 硬質

147 SQ1 P 須恵器 甕 182 10ロ クロナデ タ タキ 細砂混 硬質

148 SQ1 FG 須恵器 甕 158(83)10ハ ケ メ タタキ 細砂混 硬質

149SX104 須恵器 甕 11ア テ タ タキ 細砂混 硬質

150 SQ1 1 須恵器 横瓶 6.5ア テ ハ ケ メ タ タキ 緻密 硬質

151 灰原 POG 須恵器 壷 9ロ クロナデ タタキ 緻密 硬質

152 SQ1 N 土師器 無台」不 6 細砂混 軟質

153 SQ1 0 土師器 無台圷 6ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

154SK99 土師器 無台杯 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 軟質

155 SQ1 D 土師器 甕 7ア テ 条線状タタキ 細砂混 軟質

156 SQ1 P 土師器 甕 (85) 7 粗砂混 硬質

157 E-5 土師器 無台」不 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 軟質

158灰 原 N 土製品 不明 ナデ 粗砂混 硬質

159SK99 石製品 砥石

160 G-5 石器 ブレイク

162加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須恵器 有台」不(158)6461 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

163加 賀塚遺跡 K5M 須恵器 有 台杯16279704ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

164加 賀塚遺跡 14 須恵器 無台」不(136)64395ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

165加 賀塚遺跡 K71 須 恵器 無台」不13762445.2ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

166加 賀塚遺跡K6,7ピ ッ ト 須恵器 無台杯15266424ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

167加 賀塚遺跡K51,16 須恵器 無台」不14661 394ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

168加 賀塚遺跡 13,K51 須 恵器 無台」不14464425ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質
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表7出 土遺物観察表(4)

物
号

遺
番

出土地点 器種 器形 口径 底径 器高 器厚 内面調整 外面調整 底部切離 胎土 焼成

169加 賀塚遺跡 26 須 恵器 無 台j不15460 47 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

170加 賀塚遺跡 15 須恵器 無台杯14766 494.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

171加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須 恵器 無 台」不14958 39 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

172加 賀塚遺跡 K6M 須 恵器 無 台杯(144)(64)48 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

173加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須 恵器 無 台杯14361 525.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

174加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須 恵器 無 台j不14458 45 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

175加 賀塚遺跡 K6・71 須 恵器 無 台杯13956 42 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

176加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須 恵器 無 台」不14760 435.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

177加 賀塚遺跡 須 恵器 無 台j不15660 44 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

178加 賀塚遺跡 K5M 須 恵 器 無 台 杯1466245.54.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

179加 賀塚遺跡 K71 須 恵器 無 台」不14062 45 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 粗砂混 硬質

180加 賀塚遺跡 K6・71 須 恵器 無 台j不14260 43 7ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

181今 泉金山遺跡 須恵器 無台杯14055 44 5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 酸化

182今 泉金山遺跡 須 恵器 無 台」不14865 41 7ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 酸化

183今 泉金山遺跡 須 恵器 無 台杯14154 45 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

184加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須 恵器 有 台杯14060 365.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

185加 賀塚遺跡K5・IHベ ル ト 須 恵器 有 台皿(136)60 38 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

186加 賀塚遺跡 K4H 須 恵器 有 台皿13366 36 4ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 粗砂混 硬質

187加 賀塚遺跡 須恵器 壷 11810629611ロ ク ロ ナ デ ケズ リ 緻密 硬質

188加 賀塚遺跡 K6M 須恵器 壷 59 58112.56ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

189加 賀塚遺跡 7 須恵器 甕 9054 92 6ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

190加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須 恵器 甕 2101144159ロ ク ロ ナ デ タタキ ケズ リ 細砂混 硬質

191加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須 恵器 甕 136 11ハ ケ メ タ タキ ケズ リ 緻密 硬質

192加 賀塚遺跡 須恵器 甕 168 2759ロ ク ロ ナ デ タタキ ケズ リ 細砂混 硬質

193加 賀塚遺跡K6・71ピ ッ ト 須 恵器 甕 146 (272)9ハ ケ メ タタキ ケズ リ 緻密 硬質

194加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 蓋 7.5ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 緻密 硬質

195加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 蓋 4ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

196加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 有台j不 4ロ クロナデ ロクロナデ 細砂混 硬質

197加 賀塚遺跡 和久井氏 資料 須 恵器 無 台杯(150)(82)38 5ロ クロナデ ロクロナデ ヘラ切 細砂混 硬質

198加 賀塚遺跡 和久井氏 資料 須 恵器 無 台」不(156)(68)474.5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

199加 賀塚遺跡 和久井氏 資料 須 恵器 無 台j不(146)(64)424.5ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

200加 賀塚遺跡 和久井氏 資料 須 恵器 無 台杯(130)(76)48 6ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

201加 賀塚遺跡 和久井氏 資料 須 恵器 無 台」不(144)(70)40 6ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

202加 賀塚遺跡 和久井氏 資料 須 恵器 無 台杯(134)(68)454.25ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

203加 賀塚遺跡 和久井氏 資料 須 恵器 無 台杯(120)(70)366.3ロ クロナデ ロクロナデ 回転糸切 細砂混 硬質

204加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 皿 (68) 6.2ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 回転糸切 緻密 硬質

205加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 壷 6ロ クロナデ ハ ケメ 細砂混 硬質

206加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕(160) 6ロ クロナデ タタキ 細砂混 硬質

207加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 9ハ ケ メ ナデ ケズ リ ナデ 細砂混 硬質

208加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 10ハ ケメ ナデ ケズ リ ナデ 細砂混 硬質

209加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 9ハ ケメ タタキ 細砂混 硬質

210加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 10ア テ タ タキ 緻密 硬質

211加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 12ロ クロ アテ ロクロ タタキ 緻密 硬質

212加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 11ロ ク ロ ナ デ ロクロナデ 緻密 硬質

213加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 13ア テ タ タキ 細砂混 硬質

214加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕(158) 7ロ クロナデ ロクロナデ 緻密 硬質

215加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 20タ タキ アテ 細砂混 硬質

216加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 15ア テ タタキ 緻密 硬質

217加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 12ア テ タタキ ナデ 緻密 硬質

218加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 11ア テ タタキ 細砂混 硬質

219加 賀塚遺跡 和久井氏資料 須恵器 甕 12ア テ タタキ 粗砂混 硬質

220加 賀塚遺跡 和久井氏資料 土師器 甕 9 粗砂混 硬質
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